
科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

統計学Ⅰ

宮田　庸一（ミヤタ　ヨウイチ）

2～4 前期選択 2

計量ファイナンス，計量経済学などに関する書籍は統計学と確率論を理解していることを前提として書かれてい
るものが多い。またマーケティングにおけるアンケート分析をするためにも統計学は重要な道具となる。
このため，この授業では上記の分野の基礎となる
・標本平均，標本分散，相関係数などの記述統計
・確率変数の期待値，分散などの確率論（ただし初歩的なもの）

　１　ガイダンス，ヒストグラム，総和記号（∑）の復習. ガイダンスは成績評価に関する情報を説明するので，必ず出
席すること．
　２　平均，分散，標準偏差，分散の計算公式
　３　標準化，散布図，共分散
　４　相関係数，確率の定義
　５　加法定理，確率変数，確率分布（5章）
　６　確率変数の期待値，分散　（6.1章～6.3章）
　７　期待値，分散の性質，同時確率分布（6.5章、6.6章）
　８　事象の独立性，確率変数の独立性 (5.6章、6.7章）
　９　同時確率分布における期待値，分散 （6.8章、6.9章）
　10　連続型確率変数，標準正規分布　（7.3章、7.4章、7.6章）
　11　正規分布 （7.7章、7.8章）
　12　無作為標本，標本分布 （8.1章～8.5章）
　13　中心極限定理，点推定　（8.6章、9.1章）
　14　区間推定
　15　復習

①仮説検定を説明した後期科目「統計学Ⅱ」，点推定量を説明した「数理統計学」を履修する予定の学生は，こ
の講座を前もって履修することを強く勧める。②この授業は第６回目の内容を第７回目で使うなど，全てがつな
がっているので，毎回出席すること。③Teamsに試験範囲，宿題のURLなどを載せるので，必ず登録してください

評価1:試験60%, 小テスト/宿題/課題提出40% 　評価2:試験80%, 小テスト/宿題20%
評価1と評価2で点数の高い方を成績とする。

宮田庸一 (2012) 統計学がよくわかる本，アイ・ケイコーポレーション

・標本分布，点推定，区間推定などの統計的推測論
について説明する。なお、本講座の受講対象は2年生以上となっている。"1年生"で統計学Iを履修したい方は、
板垣准教授が担当する統計学Iを登録してください。

[1] 刈屋武昭・勝浦正樹 (1994) 統計学, 東洋経済新報社 [2] 統計学入門, 東京大学出版会 [3] 高
橋 信, トレンドプロ (2004) マンガでわかる統計学，オーム社. [1]と[3]は指定教科書より易しく書

経済１-1

この講義では，以下のことを目標とする。
・平均，分散，相関係数などの基本的な統計量を計算でき，その意味が理解できる。
・確率変数の期待値，分散などの数学的な計算ができる。
・無作為標本，標本分布の意味がわかり，母集団の平均に対して点推定，区間推定を行うことができる。

Statistics Ⅰ

准教授

１群　基礎科目

講義で理解できない箇所があった場合，もしくは講義を休んだ場合は，その内容を次回の講義までに勉強して理
解しておくこと。

。Teamsに参加するためのコードは，第1回目の講義の1週間前くらいにポータルサイトに載せておきます。



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

統計学Ⅰ

板垣　智洋（イタガキ　トモヒロ）

新1年生のみ 前期選択 2

計量ファイナンス，計量経済学などに関する書籍は統計学と確率論を理解していることを前提として書かれてい
るものが多い。またマーケティングにおけるアンケート分析をするためにも統計学は重要な道具となる。
このため，この授業では上記の分野と基礎となる
・標本平均，標本分散，相関係数などの記述統計
・確率変数の期待値，分散などの確率論（ただし初歩的なもの）

第 1回　 ガイダンス，ヒストグラム，総和記号（Σ）の復習、ガイダンスは成績評価に関する情報を説明するので、必
ず出席すること
第 2回　 平均，分散，標準偏差，分散の計算公式
第 3回　 標準化，散布図，共分散
第 4回　 相関係数，確率の定義
第 5回　 加法定理，確率変数，確率分布（5章）
第 6回　 確率変数の期待値，分散（6.1章～6.3章）
第 7回　 期待値，分散の性質，同時確率分布（6.5章、6.6章）
第 8回　 事象の独立性，確率変数の独立性（5.6章、6.7章）
第 9回　 同時確率分布における期待値，分散（6.8章、6.9章）
第10回　連続型確率変数，標準正規分布（7.3章、7.4章、7.6章）
第11回　正規分布（7.7章、7.8章）
第12回　無作為標本，標準正規分布（8.1章～8.5章）
第13回　中心極限定理，点推定（8.6章、9.1章）
第14回　区間推定
第15回　復習

①仮説検定を説明した後期科目「統計学Ⅱ」、点推定量を説明した科目「数理統計学」を履修する予定の学生は
、この講座を前もって履修することを強く勧める。②この授業は第６回目の内容を第７回目で使うなど、全てが
つながっているので、毎回出席すること。③Teamsに試験範囲、宿題などを載せるので、必ず登録するようにし

評価1:試験60%, 小テスト/宿題/課題提出40% 　評価2:試験80%, 小テスト/宿題/課題提出20%
評価1と評価2で点数の高い方を成績とする。

宮田庸一 (2012) 統計学がよくわかる本，アイ・ケイコーポレーション

・標本分布，点推定，区間推定などの統計的推測論
について説明する。なお，本講座の受講対象は1年生となっている。2年生以上で統計学Ⅰを履修したい方は宮田
准教授が担当する統計学Ⅰを登録してください。

[1] 刈屋武昭・勝浦正樹 (1994) 統計学，東洋経済新報社 [2] 統計学入門, 東京大学出版会
[3] 高橋 信，トレンドプロ (2004) マンガでわかる統計学，オーム社

経済１-2

この講義では，以下のことを目標とする。
・平均，分散，相関係数などの基本的な統計量を計算でき，その意味が理解できる。
・確率変数の期待値，分散などの数学的な計算ができる。
・無作為標本，標本分布の意味が分かり，母集団の平均に対して点推定，区間推定を行うことができる。

Statistics Ⅰ

准教授

１群　基礎科目

講義で理解できない箇所があった場合，もしくは講義を休んだ場合は，その内容を次回の講義までに勉強して理
解しておくこと。

てください。Teamsに参加するためのコードは、第1回目の講義の前に高経大のポータルを通して連絡します。



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

統計学Ⅱ

宮田　庸一（ミヤタ　ヨウイチ）

1～4 後期選択 2

仮説検定とは，あるグループに対して行った新しい指導方法に効果があったかどうか，同一業種，同一勤続年数
の男子と女子の平均給与に差があるのかどうかなどを，データから検証する手法のことである。この講義では，
仮説検定の理論（有意水準、検定統計量、p値など）およびExcelを用いた統計処理について説明を行う。

１　ガイダンス、シグマ記号の復習
２　標本平均，標本分散，標準偏差
３　確率の定義，加法定理
４　確率分布，期待値，分散（6.1～6.3章，分散の計算公式は説明しない）
５　期待値，分散の性質(6.4～6.5章)
６　同時分布，確率変数の独立性（6.6～6.8章，条件付き確率は説明しない）
７　連続型確率変数，標準正規分布，正規分布（7.3～7.8章，標準化などは結果のみ示す）
８　無作為標本，標本分布(8.1～8.5章)
９　中心極限定理(8.6章)
10　仮説検定1(帰無仮説，対立仮説，検定統計量，母平均の両側検定) (10.1～10.2章)
11　仮説検定2（2種の誤り，母平均の片側検定）(10.2～10.4章)
12　t分布，分散の不偏推定量(10.8章)
13　仮説検定3（t検定）(10.8章)
14　仮説検定4（2標本問題）(10.9章)
15　Excelを用いた仮説検定

第1回から第9回目までは統計学Iの復習となるが，理論的な詳細は省略する所がある。このため事前に「統計学
Ⅰ」を履修しておくことを強く勧める。前回の講義内容の知識を用いて、次の講義を進めるとことが多々あるの
で，休まずに出席すること。Teamsに試験範囲，宿題のURLなどを載せるので，必ず登録するようにしてください

評価1:試験60%, 小テスト/宿題/課題提出40% 　評価2:試験80%, 小テスト/宿題20%
評価1と評価2で点数の高い方を成績とする。

宮田庸一 (2012) 統計学がよくわかる本，アイ・ケイコーポレーション

[1] 刈屋武昭・勝浦正樹 (1994) 統計学, 東洋経済新報社
[2] 統計学入門，東京大学出版会, 1991

経済１-3

以下の2点を目標とする
(1) 仮説検定の理論を理解する
(2) 実際のデータに対して，適切な仮説を設定し，実際に仮説検定を行うことができる

Statistics Ⅱ

准教授

１群　基礎科目

講義で理解できない箇所があったときには、次回の講義までに、勉強して理解しておくこと。
講義もしくは教科書の説明がわかりにくいと感じた場合、参考書[1]を見ると良い。数学の素養がある学生であ
れば[2]の方がよいかもしれない。

。Teamsに参加するためのコードは，高経大のポータルサイトに載せておきます。



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

経済数学入門Ⅰ

塩澤　康平（シオザワ　コウヘイ）

1～4 前期選択 2

この講義の目的は、経済学を学ぶために必要な数学の知識と計算方法を学習することです。特に、微分と最適化
を扱います。

具体的な計算を通じて数学の考え方や公式に親しみ、経済分析の中で数学を用いるための基礎的な計算技術を習
得してもらいます。また、これらの数学的な知識や技術を、どのように経済学の中で活用するのかを理解するこ

第 1回　 講義全体のガイダンスと講義内容のイントロダクション
第 2回　 １変数関数の微分：単項式関数、指数関数、対数関数
第 3回　 微分の公式（１）：定数倍、和、差、積、商の微分
第 4回　 微分の公式（２）：合成関数の微分
第 5回　 １変数関数の最適化問題
第 6回　 １変数関数の最適化問題と２階微分
第 7回　 １変数関数の最適化問題：利潤最大化
第 8回　 中間テスト
第 9回　 多変数関数の偏微分
第10回　多変数関数の２階微分
第11回　多変数関数の最適化問題（１）
第12回　多変数関数の最適化問題（２）：データの直線近似
第13回　等式制約付きの最適化問題（１）
第14回　等式制約付きの最適化問題（２）：効用最大化
第15回　全体のまとめ

・「基礎数学A」と同程度の内容に関しては詳しく説明せずに講義を進行します。したがって、これらの内容の
理解に自信がない場合は、事前に履修するか、並行して履修することをおすすめします。
・上記の講義スケジュールは予定であり、受講生の理解度に応じて変更することがあります。

期末試験７５％、中間試験２５％で評価します。

特に指定しません。講義用スライドのPDFファイルをWEBで配布します。

とも目的とします。

尾山大輔・安田洋祐（編著）『改訂版　経済学で出る数学』日本評論社、２０１３年。

経済１-4

・関数、グラフ、方程式、微分などの概念や関連する公式の意味を理解し、計算できるようになる。
・経済学的な分析に現れる代表的な数学問題の意味を理解し、解けるようになる。
・数学の問題に適切な解釈を与えることで経済の問題を分析する、という考え方を理解する。

Introduction to Mathematics for Economics Ⅰ

講師

１群　基礎科目

・授業開始前は、次の授業で扱う内容を参考書やインターネットを参照しながら調べてください。調べる目的
は、おおよそどのような問題か見当をつける、また、自身にとってどこが難しいのかを把握することです。
・授業終了後は、計算問題を中心に配布スライドを復習し、確実にわかる部分を増やしてください。



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

経済数学入門Ⅱ

塩澤　康平（シオザワ　コウヘイ）

1～4 後期選択 2

この講義の目的は、経済学を学ぶために必要な数学の知識と計算方法を学習することです。特に、積分と確率を
扱います。

具体的な計算を通じて数学の考え方や公式に親しみ、経済分析の中で数学を用いるための基礎的な計算技術を習
得してもらいます。また、これらの数学的な知識や技術を、どのように経済学の中で活用するのかを理解するこ

第 1回　講義全体のガイダンスと講義内容のイントロダクション
第 2回　積分の意味と記法、積分と微分の関係
第 3回　積分の公式（１）：定数倍と和の積分、積分範囲の和
第 4回　積分の公式（２）：部分積分公式
第 5回　積分の公式（３）：変数変換公式
第 6回　無限区間での積分（広義積分）
第 7回　広義積分と積分の公式
第 8回　中間テスト
第 9回　確率論（１）：確率密度関数
第10回　確率論（２）：確率変数の期待値と分散
第11回　確率モデル（１）：一様分布
第12回　確率モデル（２）：指数分布
第13回　確率モデル（３）：正規分布
第14回　確率モデルの応用
第15回　確率モデルの応用

・「基礎数学A・B」、「経済数学入門Ⅰ」と同程度の内容に関しては詳しく説明せずに講義を進行します。した
がって、これらの内容の理解に自信がない場合は、事前に履修するか、並行して履修することをおすすめしま
す。

期末試験７５％、中間試験２５％で評価します。

特に指定しません。講義用スライドのPDFファイルをWEBで配布します。

とも目的とします。

尾山大輔・安田洋祐（編著）『改訂版　経済学で出る数学』日本評論社、２０１３年。

経済１-5

・数列や積分などの概念や関連する公式の意味を理解し、計算できるようになる。
・経済学的な分析に現れる代表的な数学問題の意味を理解し、解けるようになる。
・数学の問題に適切な解釈を与えることで経済の問題を分析する、という考え方を理解する。

Introduction to Mathematics for Economics Ⅱ

講師

１群　基礎科目

・授業開始前は、次の授業で扱う内容を参考書やインターネットを参照しながら調べてください。調べる目的
は、おおよそどのような問題か見当をつける、また、自身にとってどこが難しいのかを把握することです。
・授業終了後は、計算問題を中心に配布スライドを復習し、自身が確実にわかるところを増やしてください。

・上記の講義スケジュールは予定であり、受講生の理解度に応じて変更することがあります。



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

資本主義経済の理論Ⅰ

岡田　和彦（オカダ　カズヒコ）

2～4 前期選択 2

マルクス経済学の基礎理論の前半部分を講義します。経済学の基礎理論とは、資本主義経済について、その歴史
的特性を念頭において、基本的な仕組みと運動のありかたを解明するもので、経済学全般の基礎となります。本
講義の目的は、市場経済・資本主義経済とはどのような経済システムか、という基本的な点を理解していただく
ことです。

第 1回　 １．経済学とは何か（１）経済学の歴史
第 2回　 １．経済学とは何か（２）経済学の方法
第 3回　 １．経済学とは何か（３）市場経済と資本主義
第 4回　 ２．市場経済の仕組み（１）商品とは何か
第 5回　 ２．市場経済の仕組み（２）貨幣の機能
第 6回　 ２．市場経済の仕組み（３）資本の運動
第 7回　 ３．資本主義的生産（１）働くことの意味
第 8回　 ３．資本主義的生産（２）剰余価値の生産
第 9回　 ３．資本主義的生産（３）生産方法の発展
第10回　４．資本の流通と再生産（１）流通による生産の制約
第11回　４．資本の流通と再生産（２）資本蓄積＝成長
第12回　４．資本の流通と再生産（３）再生産表式
第13回　５．利潤をめぐる競争（１）企業間の競争
第14回　５．利潤をめぐる競争（２）生産価格の機構
第15回　５．利潤をめぐる競争（３）市場価格と経済調整

毎回、講義の最後の２０分間で講義感想文（リアクションペーパー）を書いていただきます。また、期末に課題
レポートを提出していただきます。受講に際して予備知識は必要ありません。なお、上記の事がらについて、状
況に応じて若干変更することがあります。

講義に臨む日常の姿勢を重視して、講義感想文（リアクションペーパー）を評価の第一の基準、課題レポートを
第二の基準とします。成績評価に際しての比重：講義感想文６０％、課題レポート４０％。

教科書は使用しません。毎回、講義用プリントを配布します。

伊藤誠『資本主義経済の理論』岩波書店、１９８９年。伊藤誠『経済学からなにを学ぶか』平凡社新
書、２０１５年。

経済１-6

本講義の達成目標は、市場経済・資本主義経済の基本的な仕組みと運動のありかたについて、受講者が自分の言
葉で説明できるようになることです。

Capitalism Ⅰ

教授

１群　基礎科目

日ごろから新聞やインターネットの経済関連記事に目を通すよう心がけること。



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

資本主義経済の理論Ⅱ

岡田　和彦（オカダ　カズヒコ）

2～4 後期選択 2

マルクス経済学の基礎理論の後半部分と、世界経済についての段階論および現状分析を講義します。段階論とは
、経済学の基礎理論を参照基準として、資本主義世界経済の歴史的発展のありかたを総括的に説明するものです
。本講義の目的は、現実の資本主義経済とはどのようなものか、受講者に明確に理解していただくことです。

第 1回　 １．資本の動員（１）商業と信用
第 2回　 １．資本の動員（２）銀行と貨幣市場
第 3回　 １．資本の動員（３）株式市場と資本市場
第 4回　 ２．経済変動（１）景気循環
第 5回　 ２．経済変動（２）長期波動
第 6回　 ３．世界経済の歴史的発展段階
第 7回　 ４．重商主義段階（１）覇権国の推移と商人資本的蓄積
第 8回　 ４．重商主義段階（２）重商主義の経済政策
第 9回　 ５．自由主義段階（１）覇権国の推移と産業資本的蓄積
第10回　５．自由主義段階（２）自由主義の経済政策
第11回　６．帝国主義段階（１）覇権国の推移と金融資本的蓄積
第12回　６．帝国主義段階（２）帝国主義の経済政策
第13回　７．現代の資本主義（１）第二次世界大戦後の世界経済
第14回　７．現代の資本主義（２）第二次世界大戦後の日本経済
第15回　７．現代の資本主義（３）現代の大不況

毎回、講義の最後の２０分間で講義感想文（リアクションペーパー）を書いていただきます。また、期末に課題
レポートを提出していただきます。受講に際して、「資本主義経済の理論Ⅰ」を履修しておくことをお勧めしま
す。なお、上記の事がらについて、状況に応じて若干変更することがあります。

講義に臨む日常の姿勢を重視して、講義感想文（リアクションペーパー）を評価の第一の基準、課題レポートを
第二の基準とします。成績評価に際しての比重: 講義感想文６０％、課題レポート４０％。

教科書は使用しません。毎回、講義用プリントを配布します。

伊藤誠『資本主義経済の理論』岩波書店、１９８９年。伊藤誠『入門　資本主義経済』平凡社新書、
２０１８年。

経済１-7

本講義の達成目標は、資本主義世界経済の歴史的発展のありかたと現状について、受講者が自分の言葉で説明で
きるようになることです。

Capitalism Ⅱ

教授

１群　基礎科目

日ごろから新聞やインターネットの経済関連記事に目を通すよう心がけること。



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

初級マクロ経済学Ⅰ

中野　正裕（ナカノ　マサヒロ）

2～4 前期選択 2

マクロ経済学とは、一国単位で集計された経済指標（GDP、物価、失業率、マネーストック、貿易収支など）を
使用して、経済成長・景気循環といった経済現象や、政府・中央銀行が実施する経済政策の効果について分析す
る学問分野です。この講義の目的は、受講者がさまざまな経済分野で活用される主要なマクロ経済統計（国民経
済計算、労働統計、資金循環統計や国際収支統計など）、そしてマクロ経済モデルと呼ばれる分析用具の基礎を
学ぶことにあります。

講義の計画は次の通りです（カッコの中は指定教科書の該当部分）。ただし、必要に応じて講義計画は変更されます。
1   科学としてのマクロ経済学（第1章 p.2～8）
2　国民経済計算(1)　計測のための基礎概念を学ぼう（第2章 p.10～16）
3　国民経済計算(2)　産業連関分析（第2章 p.17～22）
4　国民経済計算(3)　国民経済計算の諸概念と三面等価（第2章 p.22～33）
5　国民経済計算(4)　物価統計（第2章 p.33～49）
6　労働統計(1) 労働力人口と完全失業率（第4章 p.84～89）
7　労働統計(2) 労働単位と名目賃金、実質賃金（第4章 p.89～97）
8　景気循環と経済成長(1)　トレンドとサイクル（第5章 p.100～108）
9　景気循環と経済成長(2)　トレンドを決める要因（第5章 p.108～116）

10　景気循環と経済成長(3)　サイクルを決める要因（第5章 p.116～125）
11　景気循環と経済成長(4)　供給サイドと需要サイドの統合（第5章 p.125～132）
12　閉鎖経済の短期モデル(1) 総需要と総供給（第6章 p.134～142）
13　閉鎖経済の短期モデル(2) 消費と投資（第6章 p.142～149）
14　閉鎖経済の短期モデル(3) 45°線分析（第6章 p.149～150）
15   閉鎖経済の短期モデル(4) 財政政策の分析（第6章 p.150～154）

毎週、講義の内容を確認するクイズを実施します（MS Formsを使用する予定です）。
予備知識や数学的知識は前提としません。ただし継続的に予習・復習を行う習慣が身についていないと、理論体
系の理解が次第に困難になりますので注意して下さい。

平常評価（講義に関するクイズへの解答）50 % 、期末テスト 50 ％

齊藤誠、岩本康志、太田聰一、柴田章久『マクロ経済学』（新版）
有斐閣（ISBN 978-4-641-05384-7）
事前に指定せず、講義時に適宜紹介します。

経済１-8

国民経済計算統計や労働統計の特徴、構造と各種指標の内容を理解し、日本の経済状況をフロー・ストックの両
面から考察できる。経済成長と景気循環を、経済の需要サイド・供給サイドの変化という観点から適切に説明で
きる。また、経済の需要サイドの変化を説明する古典的な短期モデル（45°線分析）を用いて、マクロ経済政策
の効果を説明できる。

Elementary Macroeconomics Ⅰ

准教授

１群　基礎科目

指定教科書の対応部分を必ず事前に一度読んでおくこと。また配布される練習問題は（講義で解説しなかった部
分も）必ず解いておいて下さい（練習問題の模範解答はMS Teamsまたはポータルサイトを通じて配布します）。



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

初級マクロ経済学Ⅱ

中野　正裕（ナカノ　マサヒロ）

2～4 後期選択 2

マクロ経済学とは、一国単位で集計された経済指標（GDP、物価、失業率、マネーストック、貿易収支など）を
使用して、経済成長・景気循環といった経済現象や、政府・中央銀行が実施する経済政策の効果について分析す
る学問分野です。この講義の目的は「初級マクロ経済学 Ⅰ（前期）」の学習を終えた学生がより現実に即した
マクロ経済分析の手法を学習し、貨幣・金融システム、海外居住者との経済取引、持続的な失業を発生させる要
因、等を含めて現実経済に対する理解をさらに深めることにあります。

講義の計画は次の通りです（カッコの中は指定教科書の対応部分）。ただし、必要に応じて講義計画は変更されます。
1　IS－LM分析(1)　IS曲線の導出（第6章 p.155～162）
2　IS－LM分析(2)　貨幣の需要と供給（第6章 p.163～173,第15章：p.491～501）
3　IS－LMモデル分析(3)　LM曲線の導出（第15章 p.501～511）
4　IS－LMモデル分析(4)　政策効果の分析（第6章 p.174～178）
5　右下がりの総需要曲線の導出（第6章 p.178～182）
6　資金循環統計（第3章 p.54～71）
7　国際収支統計（第3章 p.72～p.80）
8　開放経済のマクロ分析(1)　為替レートとISバランス（第9章 p.264～278）
9　開放経済のマクロ分析(2) 購買力平価と金利平価（第9章 p.287～299）
10   開放経済のマクロ分析(3)　開放経済の乗数分析（第9章 p.299～307）
11   開放経済のマクロ分析(4)　マンデル・フレミングモデルのまとめ（第9章 p.311～313）
12   労働市場の分析(1)　労働需要と労働供給（第10章 p.326～331）
13   労働市場の分析(2)  労働市場の均衡と実質賃金の硬直性（第10章 p.332～337)
14   労働市場の分析(3)　長期の労働市場モデルとUV曲線（第10章 p.337～345）
15   1～14の総括と問題演習

毎週、講義の内容を確認するクイズを実施します（MS Formsを使用する予定です）。
第12週以降の講義で簡単な微分（１変数関数）を用いるので、「 微積分 I 」または「 経済数学入門 I 」を事
前に履修しておくことを推奨します（履修の前提とはしません）。なお、継続的に予習・復習を行う習慣が身に

平常評価（講義に関するクイズ等）50 % 、期末テスト 50 ％

齊藤誠、岩本康志、太田聰一、柴田章久『マクロ経済学』（新版）
有斐閣（ISBN 978-4-641-05384-7）
事前に指定せず、講義時に適宜紹介します。

経済１-9

資金循環統計や国際収支統計の特徴、構造と各種指標の内容を理解し、日本の経済状況をフロー・ストックの両
面から考察できる。閉鎖経済ならびに開放経済の短期モデル（IS-LMモデル/マンデル・フレミングモデル）を用
いて、マクロ経済政策の効果を分析できる。労働市場のモデルを用いて、失業が一定期間解消されない状況を説
明できる。

Elementary Macroeconomics Ⅱ

准教授

１群　基礎科目

指定教科書の対応部分を必ず事前に一度読んでおくこと。また配布される練習問題は（講義で解説しなかった部
分も）必ず解いておいて下さい（練習問題の模範解答はMS Teamsまたはポータルサイトを通じて配布します）。

ついていないと、理論体系の理解が次第に困難になりますので注意して下さい。



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

初級ミクロ経済学Ⅰ

西川　静華（ニシカワ　シズカ）

2～4 前期選択 2

ミクロ経済学とは個人や企業などの個別的な経済活動から資源の最適配分メカニズムを分析する学問である。こ
の講義では主に消費者と生産者の理論、完全市場の理論などのミクロ経済学の基本的なモデルを演習問題や時事
問題を通して学ぶ。

第 1回　 イントロダクション：市場と経済の復習
第 2回　 需要と供給Ⅰ：需要と供給
第 3回　 需要と供給Ⅱ：弾力性
第 4回　 消費者理論Ⅰ：選好
第 5回　 消費者理論Ⅱ：効用関数
第 6回　 消費者理論Ⅲ：効用最大化と需要関数
第 7回　 消費者理論Ⅳ：代替効果と所得効果
第 8回　 中間試験
第 9回　 生産者理論Ⅰ：生産関数
第10回　生産者理論Ⅱ：費用関数
第11回　生産者理論Ⅲ：費用最小化と利潤最大化
第12回　完全競争市場Ⅰ：各企業の行動
第13回　完全競争市場Ⅱ：市場均衡、社会厚生Ⅰ：消費者余剰と生産者余剰
第14回　社会厚生Ⅱ：社会余剰
第15回　総括

基礎数学A・Bの講義と同程度の知識はあるものとします。経済学は独学よりも講義に出席するほうが圧倒的に簡
単で楽に学べます。休まず毎回講義に来てください。

課題（30％）、中間試験（30％）、期末試験（40％）

とくになし

講義中に適宜紹介する

経済１-10

(1) ミクロ経済学で使われる基礎概念を理解し説明できる　
(2) 基礎的な理論を理解し、適切な結論を導き出すことができる

Elementary Microeconomics Ⅰ

准教授

１群　基礎科目

課題（演習問題）を適宜出すので、期限内に提出すること



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

初級ミクロ経済学Ⅱ

西川　静華（ニシカワ　シズカ）

2～4 後期選択 2

ミクロ経済学とは個人や企業などの個別的な経済活動から資源の最適配分メカニズムを分析する学問である。こ
の講義では初級ミクロ経済学Ⅰで学んだ基礎を踏まえ、市場が完全ではない場合や失敗する場合について、ゲー
ム理論、産業組織論、公共経済学、環境経済学などの応用分野の手法を用いて学ぶ。

第 1回　 イントロダクション：初級ミクロ経済学Ⅰの復習
第 2回　 一般均衡理論Ⅰ：エッジワースボックス
第 3回　 一般均衡理論Ⅱ：厚生経済学の基本定理
第 4回　 不完全競争市場Ⅰ：独占市場
第 5回　 不完全競争市場Ⅱ：独占的競争市場
第 6回　 ゲーム理論の基礎
第 7回　 不完全競争市場Ⅲ：寡占市場Ⅰ
第 8回　 中間試験
第 9回　 不完全競争市場Ⅳ：寡占市場Ⅱ
第10回　生産要素の市場Ⅰ：労働者市場
第11回　生産要素の市場Ⅱ：資本市場
第12回　市場の失敗Ⅰ：外部性
第13回　市場の失敗Ⅱ：公共財
第14回　情報の経済学
第15回　総括

基礎数学A・B、初級ミクロ経済学Ⅰの講義と同程度の知識はあるものとします。経済学は独学よりも講義に出席
するほうが圧倒的に簡単で楽に学べます。休まず毎回講義に来てください。

課題（30％）、中間試験（30％）、期末試験（40％）

とくになし

講義中に適宜紹介する

経済１-11

(1) ミクロ経済学の基礎理論を応用し、具体的な経済問題を分析できる　
(2) 問題点を的確に指摘し、適切な解決方法が存在するならばそれを提示することができる

Elementary Microeconomics Ⅱ

准教授

１群　基礎科目

課題（演習問題）を適宜出すので、期限内に提出すること



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

ゲーム理論Ⅰ

西川　静華（ニシカワ　シズカ）

2～4 前期選択 2

ゲーム理論とは2人以上の主体が関わる戦略的意思決定の問題や行動の相互依存的状況を数学的なモデルを用い
て研究する学問である。応用範囲は経済学に限らず、経営学、政治学、心理学や生物学にまで渡る。この講義で
は、主に経済学における様々な戦略的状況について、ゲームとして定式化し実際に解いて解を求める訓練を積
み、客観的に分析ができるような戦略的思考能力を養う。

第 1回　 ゲームイントロダクション：ゲーム理論とは
第 2回　 戦略型ゲーム
第 3回　 支配される戦略の逐次消去
第 4回　 ナッシュ均衡
第 5回　 戦略型ゲームの経済学的応用Ⅰ
第 6回　 戦略型ゲームの経済学的応用Ⅱ
第 7回　 混合戦略ナッシュ均衡Ⅰ
第 8回　 混合戦略ナッシュ均衡Ⅱ
第 9回　 混合戦略ナッシュ均衡Ⅲ
第10回　展開型ゲーム
第11回　展開型ゲームの経済学的応用
第12回　部分ゲーム完全均衡
第13回　交渉ゲームⅠ
第14回　交渉ゲームⅡ
第15回　総括

基礎数学A・Bの講義と同程度の知識はあるものとします。初級ミクロ経済学Ⅰを履修済みか並行して履修するこ
とを勧めます。前回までの内容を前提とするので毎回講義には出てください。

課題（30％）、期末試験（40％）、期末レポート（30％）

とくになし

ロバート・ギボンズ『経済学のためのゲーム理論入門』創文社　ほか

経済２-1

(1) ゲーム理論で用いられる概念や用語を説明できる　
(2) 身近な戦略的状況をゲームとして表現できる　
(3) 社会問題や経済問題に応用して分析できる

Game Theory Ⅰ

准教授

２群　経済理論

課題（演習問題）を適宜出すので、期限内に提出すること。また、期末にはレポートとして身近な戦略的状況を
ゲームとして分析して提出することを求めるので、その準備と執筆に十分な時間を割くこと。



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

ゲーム理論Ⅱ

服部　昌彦（ハットリ　マサヒコ）

2～4 後期選択 2

ゲーム理論を用いた分析の基礎を学び、他者の行動が自身に影響を与える戦略的状況（ゲーム的状況）における
プレイヤーの行動を分析する。
グローバルに繋がりを持つ現代社会では、各国（各人）の戦略的相互依存関係がますます複雑化している。典型
的なゲーム的状況におけるプレイヤーの行動原理を理解することで、人々の対立構造が生まれる原因や対立構造
を解消するための方策を考えられる人物の養成を目指す。

第 1回　 イントロダクション
第 2回　 ゲーム実験とナッシュ均衡
第 3回　 繰り返しゲームⅠ
第 4回　 繰り返しゲームⅡ
第 5回　 展開型ゲームⅠ
第 6回　 展開型ゲームⅡ
第 7回　 展開型ゲームⅢ
第 8回　 中間試験
第 9回　不完備情報の静学ゲームⅠ
第10回　不完備情報の静学ゲームⅡ
第11回　不完備情報の動学ゲームⅠ
第12回　不完備情報の動学ゲームⅡ
第13回　協力ゲームⅠ
第14回　協力ゲームⅡ
第15回　進化ゲーム

ゲーム理論Ⅰを受講し、ゲーム理論の基礎的な知識を習得済みであることが望ましい。
講義の進行度合いに合わせて、多少内容が変更になる可能性がある。

課題20％、中間試験30％、期末試験50％

指定なし。講義用の配布資料によって進める。

『ゲーム理論入門（新版）』岡田 章著，有斐閣アルマ，2014年
『非協力ゲーム理論』グレーヴァ香子 著，知泉書館，2011年

経済２-2

ゲーム理論を使った経済分析の基礎的な枠組みを理解する。
典型的なゲーム的状況におけるプレイヤーの行動原理を理解し、その帰結を学ぶ。
現実のゲーム的状況を理論を用いて分析することが出来る。

Game Theory Ⅱ

准教授

２群　経済理論

講義資料について良く理解し、必要に応じて参考書を参照すること。
授業中に提示される課題に取り組むこと。



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

経済学方法論Ⅰ

伊藤　宣広（イトウ　ノブヒロ）

2～4 前期選択 2

経済学とは何をするための学問なのだろうか？　また経済学はどのような経緯で現在の姿になったのだろうか？
　本講義では、いわゆる近代経済学の流れを展望し、個々の理論・思想体系の根底にある考え方にメスを入れる
ことで、それらが真に意味するところを掘り下げて考察する。経済学方法論Ⅰでは主に新古典派経済学（ミクロ
経済学）の方法論を扱う。

第 1回　 ガイダンス
第 2回　 功利主義と経済学
第 3回　 論理実証主義、反証主義、パラダイム、MSRP
第 4回　 経済学における数学的手法の導入～マージナリズムと微分法～
第 5回　 労働価値説と主観価値論
第 6回　 一般均衡論と部分均衡論
第 7回　 完全競争の意味について
第 8回　 社会ダーウィニズムと経済学
第 9回　 組織と産業集積
第10回　経済学における時間概念
第11回　公正賃金、経済騎士道
第12回　静学と動学、静態と動態
第13回　厚生経済学と外部性
第14回　基数的効用と序数的効用
第15回　総括授業

予備知識は特に必要としないが、初級ミクロ経済学、初級マクロ経済学、経済学史などを併せて履修すると、相
互の理解を深める上で有益であると思われる。

定期試験(70％)、リアクションペーパー(30％)

使用しない

使用しない

経済２-3

ミクロ経済学やマクロ経済学を方法論的見地から検討することにより、経済学のより深い理解をめざす。

Methodology of Economics Ⅰ

教授

２群　経済理論

復習をすること



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

経済学方法論Ⅱ

伊藤　宣広（イトウ　ノブヒロ）

2～4 後期選択 2

経済学とは何をするための学問なのだろうか？　また経済学はどのような経緯で現在の姿になったのだろうか？
　本講義では、いわゆる近代経済学の流れを展望し、個々の理論・思想体系の根底にある考え方にメスを入れる
ことで、それらが真に意味するところを掘り下げて考察する。経済学方法論Ⅱでは主にケインズ経済学（マクロ
経済学）の方法論を扱う。

第 1回　 ガイダンス
第 2回　 G.E.ムーア『倫理学原理』と合成の誤謬
第 3回　 J.M.ケインズ『インドの通貨と金融』『平和の経済的帰結』『貨幣改革論』
第 4回　 金本位制をめぐる諸問題
第 5回　 『貨幣論』と基本方程式、投資・貯蓄アプローチ
第 6回　 古典派の第一公準と第二公準
第 7回　 乗数と節約のパラドックス
第 8回　 流動性選好と不確実性、債券価格と長期利子率
第 9回　 ケインズと株式投資
第10回　D.H.ロバートソンと実物的景気循環論
第11回　R.G.ホートレーと貨幣的景気循環論
第12回　新古典派総合とフィリップス曲線
第13回　自然失業率仮説、マネタリズム
第14回　ルーカス批判と合理的期待形成仮説
第15回　総括授業

予備知識は特に必要としないが、初級ミクロ経済学、初級マクロ経済学、経済学史などを併せて履修すると、相
互の理解を深める上で有益であると思われる。

定期試験(70％)、リアクションペーパー(30％)

使用しない

伊藤宣広『投機は経済を安定させるのか？――ケインズ『雇用・利子および貨幣の一般理論』を読み
直す』現代書館、2016年。

経済２-4

ミクロ経済学やマクロ経済学を方法論的見地から検討することにより、経済学のより深い理解をめざす。

Methodology of Economics Ⅱ

教授

２群　経済理論

復習をすること



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

情報の経済学

塩澤　康平（シオザワ　コウヘイ）

2～4 後期選択 2

この講義の目的は、情報の非対称性がある経済の分析手法を学習することです。
ここでいう「情報」とは、商品やサービスの質に関する情報のことです。そして「情報の非対称性がある経済」
とは、例えば、インターネットオークションのことです。インターネットオークションでは、売り手は、商品が
不良品であるかどうかといった質に関する情報を十分に理解しています。一方で、買い手は、説明文や写真でし
かその質に関する情報にアクセスできません。これが「情報の非対称性」です。インターネットオークションの

第 1回　講義全体のガイダンスと講義内容のイントロダクション
第 2回　ゲーム理論の復習（１）：標準形ゲームとナッシュ均衡
第 3回　ゲーム理論の復習（２）：展開形ゲーム
第 4回　ゲーム理論の復習（３）：部分ゲーム完全均衡
第 5回　ゲーム理論の復習（４）：ベイジアンゲーム
第 6回　逆選択
第 7回　中間試験
第 8回　シグナリング
第 9回　スクリーニング
第10回　経済学の実験（１）：市場均衡と逆選択
第11回　経済学の実験（２）：シグナリングとスクリーニング
第12回　モラルハザードとインセンティブ契約（１）
第13回　モラルハザードとインセンティブ契約（２）
第14回　経済学の実験（３）：モラルハザードとインセンティブ契約
第15回　その他の関連トピックと全体のまとめ

・「経済数学入門Ⅰ・Ⅱ」、「初級ミクロ経済学Ⅰ・Ⅱ」、「ゲーム理論Ⅰ・Ⅱ」と同程度の内容に関しては、
詳しく説明せずに講義を進行します。したがって、これらを事前に履修するか、並行して履修することをおすす
めします。

期末試験７５％、中間試験２５％で評価します。

指定しません。講義用のスライドをWEBで配布します。

他にも、労働市場や金融市場といった現実経済の様々な場面で、情報の非対称性に注目した経済分析が重要にな
ります。
この講義では、情報の非対称性が経済取引の結果や効率性に与える影響と、その影響への対処法を説明します。

神戸伸輔『入門　ゲーム理論と情報の経済学』日本評論社、2004年。
岡田章『ゲーム理論・入門』有斐閣アルマ、2014年。

経済２-5

①逆選択、モラルハザード、シグナリング、インセンティブ契約といった基本的な概念とフレームワークを、具
体的な経済状況に即して説明できるようになる。②具体的な経済状況が与えられたときに、それに対する適切な
理論を選択し、理論に基づく分析と説明ができるようになる。③これらの理論を支える数学的なモデルの解釈と
構造を理解し、基本的なモデル分析ができるようになる。

Information Economics

講師

２群　経済理論

・授業開始前は、次の授業で扱う内容の教科書該当部分を読んでください。教科書を読む目的は、おおよそどの
ような内容かを把握すること、また、どこがわからないかの見当をつけることです。
・授業終了後は、演習問題を解くことを中心として、配布スライドや参考書を読みながら復習してください。

・上記の講義スケジュールは予定であり、受講者の理解度に応じて変更することがあります。



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

経済数学特講

板垣　智洋（イタガキ　トモヒロ）

2～4 前期選択 2

確率論ではルベーグ積分の概念の理解が不可欠であり、本格的に数理ファイナンスや数理統計学を理解する上で
の助けにもなります。本講義では、ルベーグ積分を本格的に学ぶための準備段階として、測度論・ルベーグ積分
の基礎を学習し、確率論との関係を理解することを目的とします。

第 1回　 ガイダンス
第 2回　確率と測度１
第 3回　確率と測度２
第 4回　確率と測度３
第 5回　確率と測度４
第 6回　積分と期待値１
第 7回　積分と期待値２
第 8回　収束と極限
第 9回　収束定理とフビニの定理１
第10回　収束定理とフビニの定理２
第11回　ラドン-ニコディムの定理と条件付き期待値
第12回　いろいろな不等式１
第13回　いろいろな不等式２
第14回　確率論の基本１
第15回　確率論の基本２

「微積分Ⅰ」および「微積分Ⅱ」を履修していることが望ましいです。「統計学Ⅰ」「確率・統計入門」を履修
していると理解が深まります。Teamsで課題や試験内容などをお知らせするので、必ず登録するようにしてくだ
さい。Teamsに参加するためのコードは、第1回目の講義の1週間前を目安に高経大のポータルサイトにて連絡し

課題・レポート50％、期末試験50％

原啓介著 『測度・確率・ルベーグ積分　応用への最短コース』、講談社、2017年

伊藤清三著 『ルベーグ積分入門（新装版）』 新装第1版、裳華房、2017年

経済２-6

１．集合や写像の用語・記号の使い方を身に付ける。
２．測度の基本的な概念を理解する。
３．ルベーグ積分の基本的な概念を理解する。

Mathematics for Economics-Special Program

准教授

２群　経済理論

授業の前に、前回までの内容を復習してください。

ます。



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

中級マクロ経済学Ⅰ

中野　正裕（ナカノ　マサヒロ）

3～4 前期選択 2

マクロ経済学とは、一国単位で集計された経済指標（GDP、物価、失業率、マネーストック、貿易収支など）を
使用して、経済成長・景気循環といった経済現象や、政府・中央銀行が実施する経済政策の効果について分析す
る学問分野です。この講義の目的は「初級マクロ経済学（Ⅰ・Ⅱ）」の学習を終えた学生がより現代的なマクロ
経済分析の手法を学び、物価変動と失業の関係、将来の経済動向に関する市場参加者の期待形成、経済の潜在的
な供給能力の変化と成長経路、財政運営の変化が及ぼす長期的影響、等を含めて現実経済に対する理解をさらに

講義の計画は次の通りです（カッコの中は指定教科書の対応部分）。ただし、必要に応じて講義計画は変更されます。
１　閉鎖経済の中期モデルの展開(1) AD-AS分析（第7章 p.188～194）
２　閉鎖経済の中期モデルの展開(2) 賃金硬直性（第7章 p.196～209）
３　閉鎖経済の中期モデルの展開(3) フィリップス曲線（第7章 p.214～222）
４　閉鎖経済の中期モデルの展開(4) DAD-DASとルーカス批判（第7章 p.223～228）
５　閉鎖経済の長期モデル(1) 長期モデルと資本市場（第11章 p.348～351）
６　閉鎖経済の長期モデル(2) 生産関数と所得分配（第11章 p.352～364）
７　閉鎖経済の長期モデル(3) 成長会計と全要素生産性（第11章 p.364～373）
８　閉鎖経済の長期モデル(4) ソロー・モデル（第11章 p.373～381）
９　閉鎖経済の長期モデル(5) ハロッド・ドーマーモデル（第11章 p.382～385）
10   安定化政策(1) 政策ラグと裁量的政策の有効性（第12章 p.390～400）
11   安定化政策(2) ニューケインジアン・フィリップス曲線（第8章 p.242～261 , 第12章：p.401～406）
12   安定化政策(3) 財政運営と景気循環（第12章 p.406～413）
13   財政の長期的課題(1) 財政赤字は正当化されるか（第13章 p.418～428）
14   財政の長期的課題(2) 財政の持続可能性とドーマー条件（第13章 p.428～432）
15   財政の長期的課題(3) リカードの等価定理とラーナーの公債負担論（第13章 p.432～435）

毎週、講義の内容を確認するクイズを実施します（MS Formsを使用する予定です）。
初級マクロ経済学（Ⅰ・Ⅱ）を履修済みであることを前提とします。また第5週～第8週の講義で指数関数・対数
関数を扱うので、「基礎数学A」または「経済数学入門 I」を履修済みであるか、同程度の知識があることが望

平常評価（講義に関するクイズ等）50 % 、期末テスト 50 ％

齊藤誠、岩本康志、太田聰一、柴田章久『マクロ経済学』（新版）
有斐閣（ISBN 978-4-641-05384-7）

深めることにあります。

事前に指定せず、講義時に適宜紹介します。

経済２-7

価格が伸縮的でない場合の総需要曲線と総供給曲線を導出し、物価と総所得の関係を説明できる。インフレーシ
ョンと失業のトレードオフに関するフィリップス曲線の知識を身につけ、マクロ経済政策の効果をいくつかの時
間的視野に基づいて説明できる。市場参加者のフォワードルッキングな予想を想定して、金融政策の有効性の有
無を説明できる。財政の持続可能性、財政構造の変化が社会的厚生に及ぼす長期的な影響について説明できる。

Intermediate Macroeconomics Ⅰ

准教授

２群　経済理論

指定教科書の対応部分を必ず事前に一度読んでおくこと。また配布される練習問題は（講義で解説しなかった部
分も）必ず解いておいて下さい（練習問題の模範解答はMS Teamsまたはポータルサイトを通じて配布します）。

ましいです（ただし、履修の前提とはしません）。



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

中級マクロ経済学Ⅱ

柿埜　真吾（カキノ　シンゴ）

3～4 後期選択 2

中級マクロ経済学Ⅰを踏まえた上で、マクロ経済学の現代のトピックについて学習します。現代のマクロ経済学
の標準的モデルであるニューケインジアン・モデルやラムゼー・モデルを解説するだけでなく、コロナ禍のマク
ロ経済的影響や非伝統的金融政策の理論など、より専門的な話題も紹介します。日本経済は、デフレ脱却や所得
格差、生産性の停滞等、様々な課題を抱えていますが、この講義の目的は、こうした経済問題を自ら考えるため
に必要なマクロ経済学のツールを学ぶことにあります。

第 1回　 マクロ経済学のミクロ的基礎１
第 2回　 マクロ経済学のミクロ的基礎２
第 3回　 投資と消費１
第 4回　 投資と消費２
第 5回　 マクロ経済と労働市場１
第 6回　 マクロ経済と労働市場２
第 7回　 貨幣と物価１
第 8回　 貨幣と物価２
第 9回　景気循環１
第10回　景気循環２
第11回　景気循環３
第12回　経済成長１
第13回　経済成長２
第14回　経済成長３
第15回　まとめ

中級マクロ経済学Ⅰを履修済みであることを前提とします。ミクロ経済学や経済数学についても、講義を履修済
みかある程度の知識を持っていることが望ましいです。

課題提出等の平常点(25%)と授業内試験(25%)、期末試験(50%)で評価。授業に貢献する発言があった場合は加点
します。そのほかの注意点は初回の授業で説明します。

特に指定せず資料を配布。

斎藤誠・岩本康志・太田聰一・柴田章久(2016)『マクロ経済学』(新版)有斐閣　第4部(13～18章)
その他の文献は必要に応じて授業内で紹介します。

経済２-8

中級マクロ経済学のモデルについて理解を深め、授業で学習したモデルを使って自分で現代の経済問題を分析で
きるようになることを目指してください。

Intermediate Macroeconomics Ⅱ

非常勤講師

２群　経済理論

毎回の予習、復習を心がけてください。毎回課題を出します。授業内で指示する参考文献を積極的に読み、日ご
ろから経済問題にも関心を持つようにしてください。



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

中級ミクロ経済学Ⅰ

虞　朝聞（グ　チョウブン）

3～4 前期選択 2

経済現象は、様々な経済主体による経済行動の結果として観察されるものであり、一般にそれがどのようなメカ
ニズムで発生しているかを説明するのは容易ではない。本講義では、企業間の契約や企業内の人事などを含む様
々な経済現象の中でも最も基本的な、「市場における財の売買」という経済現象を「消費者」と「生産者」とい
う二つの経済主体の行動を分析することによって説明し、その説明ツールとして用いられるミクロ経済学の基本
的な考え方を理解することを目的とする。

第 1回　 ガイダンス、経済学とは何か？(希少性定義)、経済学におけるモデルの例(比較優位のモデル)
第 2回　 消費と需要(1)(消費集合、予算集合、予算線)
第 3回　 消費と需要(2)(効用関数、無差別曲線、限界代替率、需要の定義と導出)
第 4回　 消費と需要(3)(さまざまな効用関数(コブ=ダグラス型、完全代替財、完全補完財)
第 5回　 消費と需要(4)(所得や価格の変化に対する需要の変化とそれによる財の分類、正常財、下級財、ギッフェン財)
第 6回　 消費と需要(5)(価格の変化に対する需要の変化、所得効果、代替効果、補償変分)
第 7回　 消費と需要(6)(限界代替率逓減の法則とギッフェン財、需要曲線の形状、需要の所得弾力性、需要の価格弾力
性)、演習(1)
第 8回　 生産と供給(1)(生産関数と費用関数、短期と長期、短期の費用関数、固定費用、可変費用)
第 9回　 生産と供給(2)(短期の限界費用曲線と平均総費用曲線、平均可変費用曲線の関係、損益分岐点、操業停止点)
第10回　生産と供給(3)(短期の供給曲線と生産者余剰、短期の市場均衡、長期の費用関数、平均総費用曲線、最適規模、
長期の供給曲線)
第11回　生産と供給(4)(長期の市場均衡)
第12回　生産と供給(5)(需要ショックと短期の市場均衡から長期の市場均衡への移行)、演習(2)
第13回　完全競争市場とその効率性(1)(完全競争市場の定義、プライス・テイカー、部分均衡分析と一般均衡分析、余剰
分析、部分均衡分析と完全競争市場の効率性)
第14回　完全競争市場とその効率性(2)(一般均衡分析と完全競争市場の効率性、純粋交換経済、競争均衡、パレート効率
性)
第15回　完全競争市場とその効率性(3)(エッジワース・ボックス)、演習(3)

「初級ミクロ経済学I」および「初級ミクロ経済学II」を履修済みであることが望ましい。「中級ミクロ経済学I
I」を併せて履修することを勧める。

学期末試験70%、3回程度行われる演習30%によって評価する。

とくに用いない。

1. 神取道宏 「ミクロ経済学の力」 2014 日本評論社
2. 西村和雄 「ミクロ経済学入門」 1995 岩波書店

経済２-9

本講義の目標は、ミクロ経済学が分析対象とする「市場」に登場する二つの経済主体(消費者と生産者)が、「市
場」において、どのように行動すると経済学では考えられているかを理解し、消費者と生産者が「市場」におい
て、そのように行動した場合の財の分配は、どのような条件の下で社会全体にとって望ましいと言えるのかを正
確に理解することである。

Intermediate Microeconomics Ⅰ

非常勤講師

２群　経済理論

ミクロ経済学は、多くの概念や論理の積み重ねによって構成されているから、一つの概念や論理が理解できなく
なると、全体として全くわからないという状態になりかねない。したがって、授業には毎回出席して、授業後に
は、授業で登場した概念や論理を復習し、その都度正確に理解することが望ましい。



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

中級ミクロ経済学Ⅱ

虞　朝聞（グ　チョウブン）

3～4 後期選択 2

経済現象は、様々な経済主体による経済行動の結果として観察されるものであり、一般にそれがどのようなメカ
ニズムで発生しているかを説明するのは容易ではない。本講義では、企業間の契約や企業内の人事などを含む様
々な経済現象の中でも最も基本的な、「市場における財の売買」という経済現象を「消費者」と「生産者」とい
う二つの経済主体の行動を分析することによって説明し、その説明ツールとして用いられるミクロ経済学の基本
的な考え方を理解することを目的とする。

第 1回　 ガイダンス、消費者理論の復習(1)(消費者余剰)
第 2回　 消費者理論の復習(2)(効用関数、無差別曲線、限界代替率)
第 3回　 消費者理論の復習(3)(限界代替率逓減の法則、需要曲線、需要の価格弾力性、消費者余剰)
第 4回　 生産者理論の復習(限界費用、平均費用、供給曲線、生産者余剰)
第 5回　 完全競争市場とその効率性(1)(完全競争市場の定義、プライス・テイカー、部分均衡分析と一般均衡分析、余
剰分析、部分均衡分析と完全競争市場の効率性)
第 6回　 完全競争市場とその効率性(2)(一般均衡分析と完全競争市場の効率性、純粋交換経済、競争均衡、パレート効
率性、エッジワース・ボックス)
第 7回　 完全競争市場とその効率性(3)(私的所有制経済)、演習(1)
第 8回　 不完全競争市場(1)(独占、独占市場における市場均衡)
第 9回　 不完全競争市場(2)(ラーナーの独占度と需要の価格弾力性の関係、ゲーム理論の基礎)
第10回　不完全競争市場(3)(寡占、クールノー均衡、クールノーの収束定理、シュタッケルベルク均衡)
第11回　不完全競争市場(4)(シュタッケルベルク均衡)
第12回　外部性(1)(外部経済、外部不経済、外部性がある場合の市場の非効率性)
第13回　外部性(2)(外部性がある場合の政府の市場介入、環境税、コースの定理)
第14回　公共財(1)(公共財の非競合性と排除不可能性、リンダール均衡)
第15回　公共財(2)(リンダール均衡の効率性、サミュエルソン条件)、演習(2)

「初級ミクロ経済学I」、「初級ミクロ経済学II」、「中級ミクロ経済学I」を履修済みであることが望ましい。
「中級ミクロ経済学I」を履修していない受講生は、アップロードされている授業ファイルを各自でダウンロー
ドして自習しておくこと。

学期末試験70%、2回程度行われる演習30%によって評価する。

とくに用いない。

1. 神取道宏 「ミクロ経済学の力」 2014 日本評論社
2. 西村和雄 「ミクロ経済学入門」 1995 岩波書店

経済２-10

本講義の目標は、ミクロ経済学Iにおいて既にその行動を詳細に分析した二つの経済主体(消費者と生産者)が市
場において取引を行った場合の財の分配は、どのような条件の下で、社会全体にとって望ましいと言えるのかを
正確に理解し、そのような条件が成り立たない場合に起こり得る、望ましくない経済現象と、政府がそれを是正
するためにとり得る政策について理解することである。

Intermediate Microeconomics Ⅱ

非常勤講師

２群　経済理論

ミクロ経済学は、多くの概念や論理の積み重ねによって構成されているから、一つの概念や論理が理解できなく
なると、全体として全くわからないという状態になりかねない。したがって、授業には毎回出席して、授業後に
は授業で登場した概念や論理を復習し、その都度正確に理解することが望ましい。



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

経済成長論

岡田　知之（オカダ　トモユキ）

3～4 前期選択 2

　アメリカ、日本、西欧諸国のような豊かな国になるためには、ある程度の長期間にわたる経済成長が不可欠で
ある。この講義では、経済成長理論に関する伝統的な考え方を説明し、時間的に余裕があれば、比較的新しい考
え方である内生的経済成長理論に関する説明を行う予定である。経済成長に関する考え方の理解を深めることが
この授業の目的である。

第 1回　 乗数理論、投資の二重性
第 2回　 不安定性原理、均斉成長
第 3回　 貯蓄率変化の効果、人口成長率変化の効果
第 4回　 資本蓄積の黄金律
第 5回　 移行ダイナミックス
第 6回　 カルドアによる定型化された事実、要素価格と利潤最大化
第 7回　 分配率、ソローモデルと定型化された事実
第 8回　 生産関数と一次同次、技術進歩と生産関数
第 9回　 技術進歩の類型、定型化された事実と技術進歩
第10回　ハロッド中立的な技術進歩
第11回　技術進歩と経済成長
第12回　技術進歩の特性
第13回　ローマー・モデル
第14回　ジョーンズ・モデル
第15回　まとめ

　必要な知識はできるだけ補足しながら、授業を進める予定である。経済学の基礎に自信の無い者は、欠席しな
いようにしていただきたい。

　期末試験で評価を行う予定である。（新型コロナウイルスの影響で、全員が正常なかたちで筆記試験を受験で
きない場合は、レポートでの評価に変更する場合がある。その場合は、ポータルサイトなどを用いて連絡する予
定である。）

　教科書は利用しない。

チャールズ I.ジョーンズ（1999）『経済成長理論入門』　日本経済新聞社

経済２-11

経済成長のメカニズムを理論的に理解することが、この授業の目標である。

Economic Growth

准教授

２群　経済理論

予習は必要ないが、授業後は十分に復習すること。



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

計量経済学Ⅰ

佐藤　綾野（サトウ　アヤノ）

3～4 前期選択 2

経済学理論では，所得が増加すれば消費も増加するといわれます。本当にそうなるのか疑問を持ったことはあり
ませんか？計量経済学とは，このような経済現象について経済データを使用し統計的に分析する学問です。本講
義では，計量理論に偏ることなくできるだけ平易に解説します。また必要に応じてコンピュータなどを使用して
計量経済学を実感できるように心がけます。

　１　　イントロダクション～計量経済学とは
　２　　統計学の基礎①～平均，分散，標準偏差
　３　　統計学の基礎②～共分散と相関係数
　４　　統計学の基礎③～正規分布と標準化
　５　　単純回帰モデルとOLS～散布図と回帰直線
　６　　OLS推計～正規方程式とOLS推計量
　７　　あてはまりの良さと決定係数
　８　　誤差項に関する仮定
　９　　ガウスマルコフ定理とBLUE
　10　　標準誤差とｔ値
　11　　帰無仮説とｔ検定
　12　　重回帰モデルとOLS推計
　13　　重回帰モデルと自由度調整済決定係数
　14　　F検定と線形制約
　15　　講義のまとめ

統計学、ミクロ経済学、マクロ経済学の知識を有していることが望ましい。

受講状況(授業内課題，宿題など)40％　中間テスト30％　定期テスト30％

「計量経済学」山本拓　新世社

「入門計量経済学　Excelによる実証分析へのガイド」山本拓　竹内明香　新世社

経済２-12

履修者が計量経済学（特に最小2乗法）について正しく理解し、データを用いて実際に計量分析を行えるように
なることを目標とする。

Econometrics Ⅰ

教授

２群　経済理論

教科書を事前に読み、講義終了後に復習すること。



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

計量経済学Ⅱ

佐藤　綾野（サトウ　アヤノ）

3～4 後期選択 2

前期で修得した計量経済学の基礎的概念を下に，より実際的な推定方法や検定方法について解説します。
前期同様に計量理論に偏ることなく，計量経済学を「体感する」ことに重点を起きます。本講義終了後には，実
際に学生自らがデータを使用して計量分析を行い，実証レポートが作成できるようになることを目標としていま
す。

　１　　イントロダクション～計量経済学とは何か，前期の復習
　２　　構造変化テストとダミー変数
　３　　さまざまな関数形と対数線形化
　４　　分布ラグモデル
　５　　部分調整モデル
　６　　系列相関と誤差項の仮定
　７　　系列相関の検定
　８　　系列相関が疑われる場合の対処法
　９　　不均一分散と誤差項の仮定
　10　　不均一分散の検定
　11　　不均一分散が疑われる場合の対処法
　12　　最尤推定法
　13　　同時方程式とマクロモデル
　14　　構造形と誘導形
　15　　間接最小２乗法と２段階最小２乗法

統計学、ミクロ経済学、マクロ経済学，計量経済学Ⅰの知識を有していることが望ましい。

受講状況(授業内課題，宿題など)40％　中間テスト30％　定期テスト30％

「計量経済学」山本拓　新世社

「入門計量経済学　Excelによる実証分析へのガイド」山本拓　竹内明香　新世社

経済２-13

履修者が計量経済学について正しく理解し、データを用いて実際に計量分析を行えるようになることを目標とす
る。

Econometrics Ⅱ

教授

２群　経済理論

教科書を事前に読み、講義終了後に復習すること。



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

経済数学Ⅰ

虞　朝聞（グ　チョウブン）

3～4 前期2

現代の経済理論ではしばしば、モデル(模型)によって経済現象がどのようなメカニズムで起こっているのかを説
明する際に、その経済現象を引き起こしている経済主体の行動を、「最適化問題」の「解」として表現する。し
たがって、経済理論を理解するためには、モデルに登場する最適化問題の解がどのように求められるのか(最適
化問題の解の求め方を研究する数学の一分野を「最適化理論」という)を理解していなければならないが、ミク
ロ経済学やマクロ経済学の講義においては時間の都合上、最適化理論について多くの時間を割いて説明すること

第 1回　 ガイダンス、集合と関数
第 2回　 行列(1)(行列の定義、演算、逆行列、置換)
第 3回　 行列(2)(行列式の定義とその性質)、一変数関数の微分および多変数関数の偏微分の定義
第 4回　 初等関数の微分公式と多変数関数の偏微分の演算(1)(多項式、べき乗関数、指数・対数関数)
第 5回　 初等関数の微分公式と多変数関数の偏微分の演算(2)(三角関数、合成関数の微分公式)、全微分の定義
第 6回　 全微分と偏微分の関係、多変数関数の合成関数の微分公式、二階の偏微分とYoungの定理
第 7回　 陰関数定理とその消費者理論への応用、逆関数定理
第 8回　 制約式のない最大化問題の解の導出方法(一階の条件および凹性に関する二階の条件)
第 9回　 制約式のない最大化問題の解の導出方法の経済理論への応用(企業の利潤最大化問題)
第10回　等式制約のある最大化問題の解の導出方法(Lagrangeの未定乗数法)
第11回　Lagrangeの未定乗数法の経済理論への応用(消費者の効用最大化問題、企業の費用最小化問題)
第12回　不等式制約のある最大化問題の解の導出方法(Kuhn-Tuckerの定理)
第13回　Kuhn-Tuckerの定理の経済理論への応用(1)(アドバース・セレクション(1))
第14回　Kuhn-Tuckerの定理の経済理論への応用(2)(アドバース・セレクション(2))
第15回　Kuhn-Tucherの定理の経済理論への応用(3)(アドバース・セレクション(3))

「経済数学入門I」の延長ともいうべき内容を扱うので、「経済数学入門I」を履修済みか、あるいはそれに相当
する経済数学の知識を前提とする。

レポート(10%)と期末試験(90%)による。公平性の観点から、単位を落としそうな学生からの救済措置の要求は一
切応じない。

ができないのが実情である。そこで、本講義では、最適化問題を1. 制約式のないもの、2. 等式制約のあるも
の、3. 不等式制約のあるもの、の3つに分類して、それぞれの解の求め方を解説する。さらに、経済主体の行動
がどのように最適化問題として定式化されているかについても、実例を挙げて解説する。

R. K. Sundaram  "A First Course in Optimization Theory" CAMBRIDGE UNIVERSITY PRESS, 1996

経済２-14

学部上級レベルあるいは大学院初年度レベルの経済理論の教科書を、最適化理論の習得を通じて、独力で読んで
完全に理解できるようになることが本講義の目標である。

Mathematics for Economics Ⅰ

非常勤講師

２群　経済理論

予習は基本的には必要ない。2回に1回以上の頻度で講義の後半の時間を用いて、計算演習を行うので、そこで出
題された問題を確実に解けるように復習しておくこと。



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

経済数学Ⅱ

虞　朝聞（グ　チョウブン）

3～4 後期2

経済現象は必ずしも経済主体の行動の結果として生じるのではなく、「偶然」の影響を多分に受けていることが
多い。また、例えば企業間の契約時に、互いの企業が自社についての情報は持っているが、相手の企業について
は不確実な情報しか持っていないという、いわゆる「情報の非対称性」が生じているケースが現実にはしばしば
観察される。これらの状況を経済理論で分析する際には、「確率論」という数学の一分野の用いることが必須で
あり、特に測度論や積分論の基礎理論に立脚した「測度論的確率論」がしばしば用いられる。本講義では、測度

第 1回　 ガイダンス、集合と関数、リーマン積分(1)(点列の収束の厳密な定義)
第 2回　 リーマン積分(2)(リーマン積分の定義、可積分条件(ダルブーの定理)、連続関数の可積分性)
第 3回　 リーマン積分(3)(微積分学の基本定理、部分積分法)
第 4回　 リーマン積分(4)(累次積分、体積確定な集合)
第 5回　 リーマン積分(5)(広義積分)、リーマン積分の応用(外部性の部分均衡分析)
第 6回　 ルベーグ積分(1)(リーマン積分の欠陥、集合体、σ-集合体、有限加法的測度、可算加法的測度)
第 7回　 ルベーグ積分(2)(カラテオドリの拡張定理、ルベーグ測度の性質)
第 8回　 ルベーグ積分(3)(ルベーグ積分の定義、ルベーグ可積分関数、単調収束定理、ルベーグの優収束定理)
第 9回　 ルベーグ積分(4)(直積測度、フビニの定理)
第10回　ルベーグ積分(5)(符号付測度、絶対連続性、ラドン=ニコディムの定理)
第11回　測度論的確率論の基礎(1)(確率変数、期待値、分散、独立性)
第12回　測度論的確率論の基礎(2)(条件付き確率、条件付き期待値)
第13回　測度論的確率論の経済理論への応用(1)(オークション理論(1))
第14回　測度論的確率論の経済理論への応用(2)(オークション理論(2))
第15回　測度論的確率論の経済理論への応用(3)(オークション理論(3))

『経済数学入門II』あるいは『経済数学I』を履修済みであるか、あるいはそれと同等程度の数学の知識を前提
とする。

期末試験(90%)とレポート(10%)による。公平性の観点から、単位を落としそうな学生からの救済措置の要求には
一切応じない。

論的確率論の基礎を習得することを目的に、リーマン積分やルベーグ積分など、その土台となっている理論につ
いても解説する。

R.M. Dudley "Real Analysis and Probability" Cambridge University Press 2002

経済２-15

学部上級レベル、あるいは大学院レベルの経済理論の教科書、または経済理論の学術論文に登場する「確率論」
の部分の論理や計算の展開が正確に追える能力を身に付けることを目標とする。

Mathematics for Economics Ⅱ

非常勤講師

２群　経済理論

予習は基本的には必要ない。3回に1回以上の頻度で講義の後半の時間を用いて、計算演習を行う(あるいは、自
宅学習用の演習問題を課す)ので、そこで出題された問題を確実に解けるように復習しておくこと。



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

厚生経済学

大石　隆介（オオイシ　リュウスケ

3～4 前期選択 2

経済学とは経済がどのように動いていているかを検証する学問であるが、大別すると2つの捉え方がある。1つは
実証的経済学と呼ばれ、これは経済における変化の結果を分析するための分野である。これに対し2つ目は規範
的経済学と呼ばれ、これは特定の変化あるいは政策の望ましさに関して判断するためものとされる。厚生経済学
とは主に後者を分析対象とし、そもそも経済にとっての正義（良い・悪い）とは何かについて明らかにすること
を目的としている。

第 1回　 ガイダンス
第 2回　市場経済におけるパレート最適性（教科書第２章）
第 3回　補償原理と社会厚生関数（教科書第３章）
第 4回　 厚生の変化の測定（教科書第４章）
第 5回　 市場の失敗（教科書第５章）
第 6回　 公共選択（教科書第６章）
第 7回　さらに進んだトピックの「スモーガスボード」（教科書第７章）
第 8回　選考顕示問題の克服（教科書第８章）
第 9回　費用・便益（１）：（教科書第９章（９．１～９．５））
第10回　費用・便益（２）：（教科書第９章（９．６～９．１１））
第11回　危険の取扱い（教科書第１０章）
第12回　消費者と企業（１）（教科書A１～A２）
第13回　消費者と企業（２）（教科書A３～A４）
第14回　消費者と企業（３）（教科書A５～A６）
第15回　まとめ

ミクロ経済学の基本的な知識を身に着けていることを前提として授業を行う。

学期末試験：70％
コースワーク（宿題）：30％

著P.-O.ヨハンソン　訳　關哲雄　『現代厚生経済学入門』　勁草書房

）

著A.M.フェルドマン、R.セラーノ　訳　飯島大邦　福住多一『厚生経済学と社会選択論』シーエーピ
ー出版

経済２-16

本科目では、経済における規範的な諸課題を検証することを目的とする。一般的な経済学では効率性を基礎とし
た分析がされるが、公平性を対象とした経済分析を実施することを本科目の目的とする。

Welfare Economics

非常勤講師

２群　経済理論

各週の授業で学んだ内容について復習すること。シラバスを確認し、その週の授業内容について自身で予習する
こと。



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

産業組織論Ⅰ

服部　昌彦（ハットリ　マサヒコ）

3～4 前期選択 2

産業組織論の狙いとその意義について学ぶ。理論的な背景を軸として、現実に行われている企業行動、経済政策
、経済事件等を学んでいく。
産業構造の違いが経済社会にどのような影響を及ぼすか、寡占市場において企業は戦略的にどのような行動をす
るのか、政府はどういった経済政策を行っているのかを理解する。

第 1回　 イントロダクション：産業組織論
第 2回　 競争政策Ⅰ　競争はなぜ重要か
第 3回　 競争政策Ⅱ　政策の歴史とカルテル事件
第 4回　 競争政策Ⅲ　カルテルの種類と非効率性
第 5回　 SCPパラダイムと市場支配力
第 6回　 自然独占と規制
第 7回　 規模の経済とネットワーク外部性
第 8回　 中間試験
第 9回　 寡占市場と経済厚生
第10回　コンテスタブル市場理論と参入阻止
第11回　合併と企業結合規制
第12回　垂直的取引関係
第13回　製品差別化
第14回　情報の非対称性
第15回　企業の広告

前提知識は必要としないが、ミクロ経済学の基礎的な知識を習得済みであることが望ましい。
講義の進行度合いに合わせて、多少内容が変更になる可能性がある。

課題20％、中間試験30％、期末試験50％

指定なし。講義用の配布資料によって進める。

『プラクティカル産業組織論』泉田，柳川著，有斐閣アルマ，2008年
『競争政策論』小田切　宏之著、日本評論社、2017年

経済２-17

ミクロ経済学がどのように産業の分析に使われているのかを理解する。
寡占市場において企業がどのように行動し、どのような経済政策が望ましいのかを理解する。
政府による競争政策にはどのような意義があり、どういった課題があるのかを理解する。

Industrial Organization Ⅰ

准教授

２群　経済理論

講義資料について良く理解し、必要に応じて参考書を参照すること。
授業中に提示される課題に取り組みこと。



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

産業組織論Ⅱ

服部　昌彦（ハットリ　マサヒコ）

3～4 後期選択 2

産業組織論の狙いとその意義について学ぶ。産業組織論で扱われる経済問題をミクロ経済学、ゲーム理論を用い
て分析する。そのうえで、企業がどのようなインセンティブを持って行動し、企業行動が経済社会にどのような
影響を及ぼすかを理解する。また、政府が行うべき社会的に望ましい経済政策を理論を用いて分析する。

第 1回　イントロダクション：応用ミクロとしての産業組織論
第 2回　独占Ⅰ
第 3回　独占Ⅱ
第 4回　寡占Ⅰ
第 5回　寡占Ⅱ
第 6回　参入
第 7回　参入阻止
第 8回　中間試験
第 9回　合併
第10回　製品差別化
第11回　研究開発Ⅰ
第12回　研究開発Ⅱ
第13回　情報の非対称性Ⅰ
第14回　情報の非対称性Ⅱ
第15回　垂直的取引制限

ミクロ経済学、産業組織論Ⅰの基礎的な知識を習得済みであることが求められる。
講義の進行度合いに合わせて、多少内容が変更になる可能性がある。

課題20％、中間試験30％、期末試験50％

指定なし。講義用の配布資料によって進める。

『産業組織論の経済学』　長岡，平尾著，日本評論社，2013年
『新しい産業組織論』　小田切　宏之著，有斐閣，2001年

経済２-18

ミクロ経済学を使った具体的な企業行動や経済政策の分析方法を理解する。
寡占市場における企業行動を理解し、企業行動が経済に与える影響を理解する。
企業行動の特徴を踏まえて、政府が行うべき経済政策を考える力を身に着ける。

Industrial Organization Ⅱ

准教授

２群　経済理論

講義資料について良く理解し、必要に応じて参考書を参照すること。
授業中に提示される課題に取り組みこと。



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

数理統計学

荒川　達也（アラカワ　タツヤ）

3～4 前期選択 2

例えば，ある政策が高崎市においてどのくらい支持されるかどうかを調査したいとしよう．しかし全ての住民に
対して意見を調査するには時間がかかり，また膨大な資金が必要になるため実際上は実施できない．このため一
部の調査データに基づいて高崎市民全体の支持率を推定することになる．このとき最もよく使われるのは点推定
と呼ばれている手法である．本講座では，点推定の中でも最も代表的であり基礎的な手法であるモーメント法と
最尤推定量について説明を行う．

第 1回　 ガイダンス，　度数分布表とヒストグラム
第 2回　 標本平均、標本分散、標準偏差
第 3回　 確率変数，期待値と分散・標準化
第 4回　 同時分布，確率変数の和と積
第 5回　 ２項分布とポアソン分布
第 6回　 連続型確率変数（１）
第 7回　 連続型確率変数（２）
第 8回　 正規分布（１）
第 9回　 正規分布（２）
第10回　中心極限定理とその応用
第11回　標本比率
第12回　モーメント法
第13回　最尤推定量
第14回　区間推定と検定について
第15回　問題演習

偏微分の計算については，知っているものとして講座をすすめます．　偏微分を知らない方は微積分IIを事前に
受講しておくことをすすめます．もしくは指定教科書の12章に偏微分の説明があるので，自習してください．前
半は主に基本事項の復習となりますが， 詳細に興味のある方は「確率・統計入門」，「統計学I」を併せて受講

定期試験１００％ その他重要事項は初回に説明します.

宮田庸一 (2012) 統計学がよくわかる本，アイ・ケイコーポレーション

統計学入門，東京大学出版会, 1991

経済２-19

以下の2点を主な目標とする．
(1) モーメント推定量の原理を理解でき，導出することができる．
(2) 尤度関数を理解でき，最尤推定量を導出できる．

Mathematical Statistics

非常勤講師

２群　経済理論

毎回授業時間中に練習問題を何問か出題します．必ず自分で解いてみてください．各回授業は原則として前回ま
での練習問題を解いたことを前提に進めます．

してください．　その他の連絡事項は初回ガイダンスで説明しますので、必ず出席して下さい．



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

経済統計

佐藤　綾野（サトウ　アヤノ）

2～4 後期選択 2

1990年代以降，日本は「失われた20年」と呼ばれる不況に陥り，その原因は「デフレ」であると言われました．
デフレとは何か，あるいはデフレはいつから始まり，またいつまで続いた(続いている？)のでしょうか．2007年
に発生したサブプライム問題，2008年9月のリーマンショックに端を発した景気減速，現在も続くアベノミクス
の真の効果は，経済指標ではどのように表れているのでしょうか．本講義では，簡単なマクロ経済および経済政
策の理論について説明し，マクロ経済統計データの読み方や性質について解説します．

１　　イントロダクション～経済統計とは
２　　貨幣供給量の定義と種類
３　　ベースマネーと信用乗数
４　　金融政策と中央銀行の役割
５　　貨幣供給量と物価水準
６　　物価指数の種類とバイアス
７　　ゼロ金利政策と量的金融政策
８　　中間テスト
９　　失業と物価水準
10　　フィリップスカーブ
11　　景気循環とトレンド
12　　経済成長と潜在成長率
13　　GDPギャップと実質GDP成長率
14　　経済予測と計量経済学
15　　講義のまとめ

特に履修制限はありませんが、講義には積極的に参加してください。

中間テスト20％　定期テスト80%

谷沢弘毅著　「コアテキスト経済統計」　新世社

講義中に適宜指定します。

経済３-1

本講義では，履修者が各自でマクロ統計データの分析を行い，実際に観察されるマクロ経済や経済政策について
自分なりの意見を持てるようになることを到達目標としています．

Economic Statistics

教授

３群　応用経済分析

教科書を事前に読み、また講義終了後には練習問題を解くこと。



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

金融論Ⅰ

今野　昌信（コンノ　マサノブ）

2～4 前期選択 2

本講義では、日本の金融の制度と歴史に焦点をあてます。現在の金融システムは明治維新以来百数十年をかけて
作られてきました。近代国家の確立期や高度経済成長の時代には、日本の金融システムは大いにその役割を果た
したという評価がある一方で、20年にも及ぶ平成不況のため、金融行政のみならずシステムの改革や金融機関の
評価見直しを求められるようになりました。少子高齢社会で企業の新規開業率を高める金融システムの在り方が
模索されています。金融にいま求められる役割を再考するために制度と歴史を振り返るのが授業目的です。それ

第 1回　 イントロダクション
第 2回　 交換経済における貨幣の機能
第 3回　 貨幣の貸借と金融
第 4回　 金融仲介の仕組み
第 5回　 日本の金融仲介システム（１）
第 6回　 日本の金融仲介システム（２）
第 7回　 市場取引と相対取引
第 8回　 日本の金融市場
第 9回　 金融仲介機関と間接金融
第10回　直接金融と金融仲介
第11回　証券化
第12回　企業金融と企業統治
第13回　金融の規制と統制
第14回　金融効率化とシステムの安定性
第15回　総括授業

teamsを使い遠隔授業の予定です。資料をupし、毎回の授業に関する説明を投稿します。受講者は資料・教科書
・参考書と説明を読みながら自学自習をしてください。質問には順番に回答します。

期末レポート試験を実施します。表紙、目次、参考文献を含みA4×10枚まで、適宜、図・表・写真などを入れ論
述。

　岩田規久男『金融』東洋経済新報社　講義内容はテキストの１～４、６章に対応しますが、教科書
記載内容と全く同じではありません。

は、授業を通して地域再生や日本の国際化を議論することにもなります。

　晝間文彦『基礎コース金融論』新世社。その他授業で適宜指示します。

経済３-2

歴史は現在の課題から絶えず再構築されます。現実の社会に対する関心が歴史認識を深めます。社会を科学する
基礎力の涵養が目標です。

Theory of Finance Ⅰ

教授

３群　応用経済分析

日ごろから新聞・TVなどに目を通し、さまざまな社会問題の深層を考えましょう。



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

金融論Ⅱ

今野　昌信（コンノ　マサノブ）

2～4 後期選択 2

本講義では金融の理論と政策に焦点を当てます。標準的な金融理論を理解することが第1の目的です。また、文
章だけで綴られた教科書もありますが、経済統計を解析して実証する方法を利用するためにはモデルを用いた経
済分析の方法を理解する必要があります。教科書のモデル分析の検討を通じて、この方法に慣れることが第2の
目的です。教科書目次にしたがって講義しますので、金融をテーマにその方法を理解するようにしてください。

第 1回　 イントロダクション
第 2回　 貨幣の供給とＨigh Powered Money
第 3回　 管理通貨制度
第 4回　 貨幣乗数の理論
第 5回　 利子率と収益性
第 6回　 流動性選好理論
第 7回　 利子率の期間構造
第 8回　 貸付資金説
第 9回　 資産価格の決定
第10回　IS-LM分析
第11回　金融政策の目的
第12回　財政・金融政策と資産効果
第13回　総需要曲線
第14回　古典派とＫeynes
第15回　総括授業

基礎知識は求めません。受講しながら金融問題や分析方法を理解してください。生きた現実が教科書です。新聞
・TVなどメディアから報道される社会の動きを批判的に観察するよう心がけてください。teamsを使い遠隔授業
の予定です。資料をupし、毎回授業のポイントなどを投稿します。受講者は自学自習してください。質問には順

期末レポート試験を実施します。表紙、目次、参考文献欄を含み、A4×10枚以内。適宜、図・表・写真を入れて
論述。

　岩田規久男『金融』東洋経済新報社　講義内容はテキストの５、７～９章に対応しますが、教科書
記載内容と全く同じではありません。
晝間文彦『基礎コース金融論』新世社。その他授業で適宜指示します。

経済３-3

標準的な金融理論とモデル分析を理解すること。

Theory of Finance Ⅱ

教授

３群　応用経済分析

マクロ経済学やミクロ経済学の分析方法を使いますので、同時に履修するか、あるいは自分で学習して相乗効果
を高めましょう。現実の金融問題に関しては、新聞・TVなどに日ごろから目を通してその深層を考えましょう。

番で回答します。



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

財政学Ⅰ

天羽　正継（アモウ　マサツグ）

2～4 前期選択 2

財政とは、国や地方自治体などの政府が租税や公債によって財源を調達し、それを用いて国民や住民に公共サー
ビスを提供する活動のことである。財政に関するニュースに私たちが接しない日はないと言ってよく、税制改革
や予算編成、国債発行など、いずれも大きな政治的・経済的問題として報じられている。また、道路や水道とい
った生活インフラ、教育、社会保障など、普段の私たちの生活に欠かすことのできない社会サービスは、いずれ
も財政を通じて提供されている。すなわち、現代の政治、経済、社会を考える上で財政を無視することはできな

第 1回　 財政とは何か？財政学とは何か？
第 2回　 予算(1) 予算と財政民主主義
第 3回　 予算(2) 日本の予算制度
第 4回　 予算(3) 予算過程と予算制度改革
第 5回　 租税(1) 租税原則と租税理論
第 6回　 租税(2) 所得税(1)（所得税のしくみ）
第 7回　 租税(3) 所得税(2)（所得税をめぐる諸問題）
第 8回　 租税(4) 法人税
第 9回　 租税(5) 消費税(付加価値税)(1)（消費税と付加価値税のしくみ）
第10回　租税(6) 消費税(付加価値税)(2)（付加価値税をめぐる諸問題）
第11回　租税(7) 資産課税
第12回　社会保障(1) 社会保障の原理
第13回　社会保障(2) 日本の社会保障と国際比較
第14回　社会保障(3) 公的年金と医療保険
第15回　社会保障(4) 介護保険と生活保護

(1)履修にあたって前提とする知識は特にありません。(2)公務員志望者には特に履修を勧めます。　(3)後期の
「財政学Ⅱ」を併せて履修することを勧めます。

リアクションペーパー（20％）と期末試験（80％）により評価する。リアクションペーパーの提出方法および期
末試験の内容については講義内で説明する。

講義資料に基づいて行う。講義資料は事前にMicrosoft Teamsにアップするので、各自ダウンロード
して講義に臨むこと。

いのである。本講義では、こうした財政のメカニズムを理解するために必要な財政学の基礎知識について学ぶと
ともに、現実のさまざまな財政問題をどのようにして解決していくべきかについて考えていく。

佐々木伯朗編著『財政学 制度と組織を学ぶ』2019年、小塩隆士著『コア・テキスト財政学 第2版』2
016年、畑農鋭矢・林正義・吉田浩著『財政学 新版』2015年、持田信樹著『財政学』2009年、神野直

経済３-4

受講者が財政学の基礎知識を身に付けることを第一の達成目標とする。また、財政を支えるのは国民や住民であ
る私たち自身であり、学生諸君は、大学を卒業して社会人になれば、財政に対して大きな責任を有することにな
る。したがって、財政問題の解決ためにどのような政策が必要なのかを自分の頭で考えることが社会人として重
要になってくるのであり、そのための思考力を身に付けることを第二の達成目標とする。

Public FinanceⅠ

准教授

３群　応用経済分析

(1)上記参考文献に限らず財政学の教科書は数多く出版されていますので、自分に合ったものを選び、読むこと
を勧めます。(2)普段から財政に関するニュースに接し、積極的な問題意識を持つようにして下さい。(3)もしど
うしても分からないことがあれば、そのままにしておかず、教員に積極的に質問しに来て下さい。



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

財政学Ⅱ

天羽　正継（アモウ　マサツグ）

2～4 後期選択 2

財政とは、国や地方自治体などの政府が租税や公債によって財源を調達し、それを用いて国民や住民に公共サー
ビスを提供する活動のことである。財政に関するニュースに私たちが接しない日はないと言ってよく、税制改革
や予算編成、国債発行など、いずれも大きな政治的・経済的問題として報じられている。また、道路や水道とい
った生活インフラ、教育、社会保障など、普段の私たちの生活に欠かすことのできない社会サービスは、いずれ
も財政を通じて提供されている。すなわち、現代の政治、経済、社会を考える上で財政を無視することはできな

第 1回　 財政とは何か？財政学とは何か？（財政学Ⅰの復習）
第 2回　 公債と財政赤字(1) 日本の財政赤字と国債
第 3回　 公債と財政赤字(2) 国債の発行・償還と国債管理政策
第 4回　 公債と財政赤字(3) 公債発行がもたらす諸問題
第 5回　 公債と財政赤字(4) 財政の持続可能性
第 6回　 財政投融資
第 7回　 財政と経済安定化政策(1) GDPの決定理論と財政政策
第 8回　 財政と経済安定化政策(2) IS/LM分析と財政金融政策
第 9回　 財政と経済安定化政策(3) マンデル=フレミング・モデルと財政金融政策
第10回　財政と経済安定化政策(4) 経済のグローバル化と財政金融政策
第11回　地方財政(1) 日本の地方制度と地方財政
第12回　地方財政(2) 地方税
第13回　地方財政(3) 地方交付税
第14回　地方財政(4) 国庫支出金
第15回　地方財政(5) 地方債と地方財政の健全化

（1）前期の「財政学Ⅰ」を履修していることを履修の条件とはしませんが、履修していない受講者は講義資料
等で予め前期の内容を自習しておいて下さい。（2）公務員志望者には特に履修を勧めます。

リアクションペーパー（20％）と期末試験（80％）により評価する。リアクションペーパーの提出方法および期
末試験の内容については講義内で説明する。

講義資料に基づいて行う。講義資料は事前にMicrosort Teamsにアップするので、各自ダウンロード
して講義に臨むこと。

いのである。本講義では、こうした財政のメカニズムを理解するために必要な財政学の基礎知識について学ぶと
ともに、現実のさまざまな財政問題をどのようにして解決していくべきかについて考えていく。

佐々木伯朗編著『財政学 制度と組織を学ぶ』2019年、畑農鋭矢・林正義・吉田浩著『財政学 新版』
2015年、持田信樹著『財政学』2009年、神野直彦著『財政学 改訂版』2007年、その他。

経済３-5

受講者が財政学の基礎知識を身に付けることを第一の達成目標とする。また、財政を支えるのは国民や住民であ
る私たち自身であり、学生諸君は、大学を卒業して社会人になれば、財政に対して大きな責任を有することにな
る。したがって、財政問題の解決ためにどのような政策が必要なのかを自分の頭で考えることが社会人として重
要になってくるのであり、そのための思考力を身に付けることを第二の達成目標とする。

Public FinanceⅡ

准教授

３群　応用経済分析

(1)上記参考文献に限らず財政学の教科書は数多く出版されていますので、自分に合ったものを選び、読むこと
を勧めます。(2)普段から財政に関するニュースに接し、積極的な問題意識を持つようにして下さい。(3)もしど
うしても分からないことがあれば、そのままにしておかず、教員に積極的に質問しに来て下さい。



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

応用計量経済学

小林　徹（コバヤシ　トオル）

3～4 後期選択 2

（独）労働政策研究・研修機構や（株）ＪＭＲ生活総合研究所での勤務実績に基づき、データ分析実務に資する
分析手法からアカデミックな応用ミクロ計量経済分析の技能までを指導する。応用計量経済学は、回帰分析を中
心とした分析手法を用いて、経済理論から設計された計量経済モデルを推定します。エクセルを用いた計量経済
分析を授業中にPCを使いながら実践していきます。エクセルを中心に扱う理由は、社会人になった際、専門の統
計ソフトが導入されていない会社も多いからです。授業の前半部分ではエクセルの様々な機能を用いたデータの

第 1回　応用計量経済学の進め方、評価方法、応用計量経済分析の特徴
第 2回　エクセルによるデータ収集とデータ管理
第 3回　エクセルによる集計と作図・作表
第 4回　基本集計、クロス集計による分析
第 5回　エクセルによる統計学の応用（検定）
第 6回　回帰分析
第 7回　パソコンを用いた演習テストⅠ
第 8回　パソコンを用いた演習テストⅠ
第 9回　ダミー変数（回帰分析で名義尺度、順序尺度をどのように扱うのか）
第10回　線形確率モデル
第11回　回帰分析結果が妥当かどうかの検討：自己相関、不均一分散、多重共線性など
第12回　ロジット、プロビット分析、ロバスト標準誤差
第13回　逆の因果関係などのバイアスを解決する操作変数法をエクセルにて
第14回　賃金格差の要因分解の手法であるOaxaca分解をエクセルにて
第15回　パソコンを用いた演習テストⅡ

PC教室で授業を行うので、PC教室の定員を超えた場合抽選を行います。

２回分の演習テスト（100%）

授業で使用するテキストは小林が作成済であり適宜配布する

作成や加工、集計表の作成、検定の実施などデータ分析の実務で頻繁に使う技能について詳細に練習します。こ
のような計量経済モデルを想定しない分析を練習する理由は、社会に出てデータ分析を行う場合には、計量経済
学を学んでいない多くの人にも理解が出来る分析結果を示すことが頻繁に求められるからです。

山本勲『実証分析のための計量経済学』　中央経済社

経済３-6

計量経済学の手法に基づく、データ分析ができるようになる。
分析結果の妥当性のチェックや問題点を検討できるようになる。

Applied Econometrics

准教授

３群　応用経済分析

復習が特に重要。授業で実施された分析を再度パソコンで実施する。与えられた宿題を実施すること。



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

国際経済学Ⅰ

藤井　孝宗（フジイ　タカムネ）

3～4 前期選択 2

　本講義では，国際経済の中でも，特に実物面（実際の商品，サービス，人の移動が伴うもの）について，その
発生のメカニズム，および各国の政策に与える影響を紹介，解説する。前期の国際経済学Ⅰでは、ポジティブ・
セオリーと呼ばれる、国際貿易の発生要因、メカニズムについての理論を紹介する。講義を通じてなぜ「わざわ
ざ」外国と貿易を行うのか、の理由と意義を理解してもらいたい。

第 1回　 イントロダクション（教科書序章）
第 2回　 国際貿易モデルの考え方（兼ミクロ経済理論の復習）（教科書第1章）
第 3回　 貿易発生のメカニズム１：リカード・モデル（教科書第2章）
第 4回　 貿易発生のメカニズム１：リカード・モデル（教科書第2章）
第 5回　 貿易発生のメカニズム１：リカード・モデル（教科書第2章）（レポート）
第 6回　 貿易発生のメカニズム２：ヘクシャー・オリーン・モデル（教科書第３章）
第 7回　 貿易発生のメカニズム２：ヘクシャー・オリーン・モデル（教科書第３章）
第 8回　 貿易発生のメカニズム２：ヘクシャー・オリーン・モデル（教科書第３章）
第 9回　 貿易発生のメカニズム２：ヘクシャー・オリーン・モデル（教科書第３章）（レポート）
第10回　貿易理論の応用１：特殊要素モデル（教科書第4章）
第11回　貿易理論の応用１：特殊要素モデル（教科書第4章）
第12回　貿易理論の応用２：生産要素移動モデル（教科書第5章）
第13回　貿易理論の応用２：生産要素移動モデル（教科書第5章）（レポート）
第14回　より高度な分析に向けて：「新」貿易理論（教科書第6章）
第15回　まとめ

初級ミクロ経済学I, IIをの知識を前提とした講義を行うので履修しておくことが望ましい。また、本講義と併
せて国際金融論を履修することが望ましい。

講義内のレポート30％（10％×3回）＋学期末テスト70％　出席点などは考慮しない。

木村福成『国際経済学入門』日本評論社

石川城太・椋寛・菊池徹『国際経済学をつかむ（第２版）』有斐閣, 阿部顕三・遠藤正寛『国際経済
学』有斐閣, 多和田眞・柳瀬明彦『国際貿易モデル構築から応用へ』ミネルヴァ書房

経済３-7

国際貿易理論を体系的に理解する。特に、"Positive Theory"と呼ばれる、「なぜ貿易が行われるのか」に関す
る説明理論を理解する。特に「比較優位」の概念について理解する。

International Economics Ⅰ

教授

３群　応用経済分析

必ず講義前に教科書を読んで予習してください。教科書が難しいと感じられる場合は、石川他『国際経済学をつ
かむ（第2版）』や阿部・遠藤『国際経済学』がより平易な参考書なので活用してください。



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

国際経済学Ⅱ

藤井　孝宗（フジイ　タカムネ）

3～4 後期選択 2

　本講義では，国際経済の中でも，特に実物面（実際の商品，サービス，人の移動が伴うもの）について，その
発生のメカニズム，及び各国の政策に与える影響を紹介，解説する。後期の国際経済学Ⅱでは、ノーマティブ・
セオリーと呼ばれる、貿易政策に関する理論や厚生効果について紹介するとともに、現実経済における重要課題
であるトピックについて個別に紹介する。現実と経済理論の接点や理論の現実への適応可能性について考えても
らいたい。

第 1回　 イントロダクション（教科書序章）＆前期の復習
第 2回　 貿易政策とは（教科書第7章）
第 3回　 貿易政策の厚生効果：部分均衡（教科書第7章）
第 4回　 貿易政策の厚生効果：部分均衡（教科書第7章）（レポート）
第 5回　 貿易政策の厚生効果：一般均衡（教科書第7章）
第 6回　 貿易政策の厚生効果：一般均衡（教科書第7章）
第 7回　 貿易政策の厚生効果：一般均衡（教科書第7章）（レポート）
第 8回　 市場のゆがみと貿易政策（教科書第8章）
第 9回　 戦略的貿易政策（教科書第9章）
第10回　貿易政策の政治経済学（教科書第10章）
第11回　個別トピック１：サービス貿易（教科書第13章）
第12回　個別トピック２：国際経済体制と地域経済（教科書第15章）
第13回　個別トピック２：国際経済体制と地域経済（続き）（教科書第15章）
第14回　個別トピック３：海外直接投資と多国籍企業（教科書第14章）
第15回　まとめ

初級ミクロ経済学I, IIを履修済みであることを前提として講義を行うので、事前に履修しておくことが望まし
い。また、本科目と併せて国際金融論を履修することが望ましい。

講義内のレポート30％（10％×3回）＋学期末テスト70％　出席点などは考慮しない。

木村福成『国際経済学入門』日本評論社

石川城太・椋寛・菊池徹『国際経済学をつかむ（第２版）』有斐閣, 阿部顕三・遠藤正寛『国際経済
学』有斐閣, 多和田眞・柳瀬明彦『国際貿易モデル構築から応用へ』名古屋大学出版会

経済３-8

貿易政策の厚生効果の理解・現実国際経済における問題点の把握

International Economics Ⅱ

教授

３群　応用経済分析

事前に教科書を読んで予習をすることを強く勧める。教科書が難しいと感じる場合は石川他『国際経済学をつか
む』や阿部・遠藤『国際経済学』がより平易な参考書なので活用して欲しい。



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

環境経済学Ⅰ

山本　芳弘（ヤマモト　ヨシヒロ）

3～4 前期選択 2

環境問題を経済学ではどのようにとらえるかを学ぶ。
環境問題にどのような政策対応が可能であるかを考える。

第 1回　 ガイダンス
第 2回　 環境経済学とはどのような学問か
第 3回　 汚染排出と被害
第 4回　 外部性の概念
第 5回　 外部性と最適な排出量
第 6回　 外部性(数値例による説明)
第 7回　 規制による方法
第 8回　 規制による方法(数値例による説明)
第 9回　 環境税
第10回　環境税(数値例による説明)
第11回　排出量取引
第12回　排出量取引(数値例による説明)
第13回　コースの定理
第14回　コースの定理(数値例による説明)
第15回　まとめと発展的学習のための指針

30分以上遅刻すると課題を提出できません。
課題を全13回のうち8回以上提出していないと学期末試験を受験できません。

授業時間内での課題提出：52％、学期末試験：48％
詳細は初回授業で説明する。

教科書は使用しない。資料を配布する。

授業で扱うテーマ毎に紹介する。

経済３-9

環境問題を経済学の概念で説明できる。
環境税と排出量取引のメカニズムを説明できる。

Environmental Economics Ⅰ

教授

３群　応用経済分析

経済学の基礎を復習しておく。
授業後は必ず配布資料やノートに目を通し学習内容の定着を図る。



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

環境経済学Ⅱ

山本　芳弘（ヤマモト　ヨシヒロ）

3～4 後期選択 2

さまざまな環境問題を環境経済学の視点から考える。
環境政策のあり方について学習する。

第 1回　 ガイダンス
第 2回　 市場経済と環境問題
第 3回　 環境の経済価値
第 4回　 環境価値の評価方法
第 5回　 戦略的関係と環境問題
第 6回　 環境リスクと行動
第 7回　 持続可能な発展
第 8回　 気候変動問題
第 9回　 森林資源の経済分析
第10回　水質汚染の経済分析
第11回　生物多様性保護の経済分析
第12回　二酸化炭素排出と経済
第13回　再生可能エネルギーの推進
第14回　省エネルギーの推進
第15回　まとめと発展的学習のための指針

環境経済学Ｉを履修していることが望ましい。
30分以上遅刻すると課題を提出できません。
課題を全13回のうち8回以上提出していないと学期末試験を受験できません。

授業時間内での課題提出：52％、学期末試験：48％
詳細は初回授業で説明する。

教科書は使用しない。資料を配布する。

授業で扱うテーマ毎に紹介する。

経済３-10

環境問題の本質と解決策を経済学的に説明できる。
環境政策の役割や機能を説明できる。
政策立案を検討することができる。

Environmental Economics Ⅱ

教授

３群　応用経済分析

授業後は必ず配布資料やノートに目を通し学習内容の定着を図ること。
さまざまな環境問題について広く情報を収集し授業内容の理解を深めること。



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

国際金融論Ⅰ

今野　昌信（コンノ　マサノブ）

3～4 前期選択 2

国際金融取引の現場では、国境を越えた資金投機が日々行われ、為替相場は絶えず変動していますが、長期では
貿易を通じて物価水準から為替相場が決定されるという説など、為替相場決定に関して、幾つかの仮説がありま
す。本講義では、国際金融の基礎知識を用意することを第1の目的に、外国貿易と外国為替、国際収支を中心に
取り上げ講義します。

第 1回　 イントロダクション
第 2回　 開放経済の対外経済取引
第 3回　 外国為替市場と為替相場
第 4回　 為替政策と金融政策の独立性
第 5回　 為替制度
第 6回　 外国為替市場の長期均衡
第 7回　 為替相場の短期均衡
第 8回　 為替相場期待と為替市場の効率性
第 9回　 外国為替市場介入とＰortfolio Ｂalance
第10回　為替相場と国際収支調整
第11回　為替相場とマクロ経済
第12回　国際資本移動と国際資本市場
第13回　発展途上国と累積債務
第14回　為替制度の選択と国際通貨制度
第15回　総括授業

teamsを使い、遠隔授業の予定です。講義資料、参考資料をupして、毎回の授業のポイントを投稿します。受講
者はその投稿、資料、教科書その他を読み、webで検索と調査をし、自習をして理解を深めてください。質問は
順番に応えます。

成績評価は期末レポート試験です。表紙、目次、参考文献を含め、A4×10枚まで。適宜、図・表・写真を入れて
論述。

高木信二『入門国際金融』第4版日本評論社

塩沢修平『基礎コース経済学』第2版新世社、中谷巌『入門マクロ経済学』第5版日本評論社　ほか

経済３-11

現実の国際社会は複雑怪奇です。しかし企業の利潤極大化行動や国家利益などの経済合理性はあります。自分の
目線を持つことが目標です。

International Monetary Economics Ⅰ

教授

３群　応用経済分析

参考文献は上記以外にもたくさんあります。自分に合った参考書を探し、授業範囲の関連する項目について参考
書をよく読み、予習をしましょう。また、新聞・TV・ネットなどから情報収集を忘れずに。



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

公共経済学Ⅰ

岡田　知之（オカダ　トモユキ）

3～4 前期選択 2

　効率的な経済活動を行うために自由な競争を行える環境を整えるべきである、という考え方がある。しかし競
争は万能ではなく、競争の促進が経済活動の妨げとなるケースも存在する。この授業の目的は、自由競争が非効
率な状況を生み出す可能性について考察することにより、経済学的観点から政府の活動の必要性を理解すること
である。

第 1回　 公共部門の役割、公共部門の限界
第 2回　 完全競争市場における市場均衡、余剰
第 3回　 無差別曲線、エッジワースのボックス・ダイヤグラム
第 4回　 厚生経済学の基本定理、限界費用曲線と供給曲線、限界費用と利潤最大化
第 5回　 正の外部性、負の外部性
第 6回　 交渉による解決、コースの定理
第 7回　 従量税と限界費用曲線、ピグー税
第 8回　 共有地の悲劇
第 9回　 公共財の性質、私的財の最適供給条件
第10回　公共財の最適供給条件（部分均衡）
第11回　公共財の最適供給条件（一般均衡分析）
第12回　公共財供給の困難さについて、公共財の自発的供給①
第13回　公共財の自発的供給②
第14回　リンダール・メカニズム
第15回　まとめ

　必要な知識はできるだけ補足しながら、授業を進める予定である。経済学の基礎に自信の無い者は、欠席しな
いようにしていただきたい。

　期末試験で評価を行う予定である。(新型コロナウイルスの影響で、全員が正常なかたちで筆記試験を受験で
きない場合は、レポートでの評価に変更する可能性がある。その場合は、ポータルサイトなどを用いて連絡する
予定である。)

教科書は利用しない。

麻生良文（1998）『公共経済学』有斐閣

経済３-13

　自由競争の限界を把握し、その限界が経済活動を妨げる原因となる場合に、いかなる手段によりその状況を改
善できるのかを経済学的観点から理解することがこの授業の目標である。

Public Economics Ⅰ

准教授

３群　応用経済分析

予習は必要ないが、授業後に十分な復習を行うこと。



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

公共経済学Ⅱ

岡田　知之（オカダ　トモユキ）

3～4 後期選択 2

　政府はより豊かな社会を実現するために、さまざまなかたちで民間の経済活動に対して介入を行っている。政
府が活動を行う為には財源が必要となるが、財源の代表例として、税金を挙げることができる。この授業の目的
は、税の存在意義や税が経済活動に与える影響を考察することにより、税に関する理解を深めることである。

第 1回　 税の役割、税の根拠
第 2回　 望ましい税制
第 3回　 累進度、転嫁と帰着、転嫁の種類
第 4回　 個別消費税と供給曲線、需要の価格弾力性、供給の価格弾力性
第 5回　 弾力性と需要曲線・供給曲線、弾力性と租税の負担①
第 6回　 弾力性と租税の負担②
第 7回　 最適消費、個別消費税
第 8回　 定額税、個別消費税と定額税の比較
第 9回　 一般消費税との比較、労働所得税（労働時間が一定のケース）
第10回　労働所得税（労働時間が一定のケース）と一般消費税の比較
第11回　最適労働供給
第12回　労働所得税、消費税
第13回　労働所得税と消費税の比較
第14回　所得再分配政策
第15回　まとめ

　必要な知識はできるだけ補足しながら、授業を進める予定である。経済学の基礎に自信の無い者は、欠席しな
いようにしていただきたい。

　期末試験で評価を行う予定である。（新型コロナウイルスの影響で、全員が正常なかたちで筆記試験を受験で
きない場合は、レポートでの評価に変更する場合がある。その場合は、ポータルサイトなどを用いて連絡する予
定である。）

教科書は利用しない。

麻生良文（1998）『公共経済学』有斐閣

経済３-14

　経済の理論をふまえたうえで、さまざまな税が経済に与える影響を客観的に理解することが、この授業の目標
である。

Public Economics Ⅱ

准教授

３群　応用経済分析

予習は必要ないが、授業後に十分な復習をおこなうこと。



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

経済政策論Ⅰ

溝口　哲郎（ミゾグチ　テツロウ）

3～4 前期選択 2

本講義の目的は、政府によるマクロ経済政策を理解するための理論的基礎を学び、評価することにある。経済政
策論Ｉでは、マクロ経済学の基礎理論を復習しながら、マクロ経済政策についての講義を行う。具体的には、①
マクロ経済政策、②公債と財政赤字、③マクロ経済モデルの評価とその分析手法、④所得再分配と社会保障など
のトピックを取り扱う予定である。

第 1回　 講義ガイダンス
第 2回　 経済政策とは何か：概観
第 3回　 マクロ経済政策の分析：I 国民所得の決定と乗数効果
第 4回　 マクロ経済政策の分析：II IS-LMモデルと財政政策・金融政策の効果
第 5回　 マクロ経済政策の分析：III マンデル＝フレミング・モデルと財政政策・金融政策
第 6回　 公債と財政赤字：I 公債の負担とそのマクロ経済に対する影響
第 7回　 公債と財政赤字：II 財政運営の分析
第 8回　 公債と財政赤字：III 財政の持続可能性と財政再建
第 9回　 経済政策とマクロ経済学：I 新古典派モデルの枠組み
第10回　経済政策とマクロ経済学：ＩＩ　ケインジアンと新古典派の経済政策
第11回　経済政策とマクロ経済学：ＩＩＩ　マクロ経済学と日本経済
第12回　金融政策とマクロ経済
第13回　所得再分配と社会保障：Ｉ　所得再分配の考え方
第14回　所得再分配と社会保障：ＩI　社会保障の理論
第15回　授業のまとめ

専門科目のためマクロ経済学およびミクロ経済学の知識が前提となります。そのため初級マクロ経済学I・II、
初級ミクロ経済学I・IIの履修済であることを履修の条件とします。また中級マクロ経済学Ｉ・IIおよび中級ミ
クロ経済学I・II、財政学Ｉ・IIおよび公共経済学Ｉ・IIの履修を併せて行うことを強く推奨します。

平常点（10%）、小テストおよび宿題（30%）、期末試験（60%）で評価します。

二神孝一・堀敬一(2017)『マクロ経済学　第2版』（有斐閣）

畑農鋭矢・林正義・吉田浩(2015)『財政学をつかむ　【新版】』(有斐閣)、岩田規久男・飯田泰之(2
006)『ゼミナール　経済政策入門』（日本経済新聞社）

経済３-15

政府の経済活動を理解するための理論的基礎を学び、最終的にその考え方を実際の経済政策を分析する際に応用
することにある。特に経済政策論Ｉではマクロ経済学の手法を応用し、政府の経済政策を評価できるようになる
ことを目標とする。

Economic Policy Ⅰ

教授

３群　応用経済分析

テキストおよび参考書の予復習が必須です。授業内で授業内容に関係する問題を出題しますが、これらの問題は
授業外での学習の目的で出しています。これらの問題を解くことによって、履修者は授業内容をより深く勉強す
ることができます。



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

経済政策論Ⅱ

溝口　哲郎（ミゾグチ　テツロウ）

3～4 後期選択 2

本講義の目的は、政府による公共政策を理解するための理論的基礎を学び、評価することにある。講義では具体
的に、①政府構造とその限界、②租税、補助金、歳入構造、③官僚行動とレントシーキング、④腐敗・汚職の経
済分析、⑤地方財政と政府間財政関係などのトピックを取り扱う予定である。

第 1回　 講義ガイダンス
第 2回　 イントロダクション：市場の失敗とは何か
第 3回　 ミクロ経済政策の基礎I：パレート効率性
第 4回　 ミクロ経済政策の基礎II：厚生経済学の第一・第二基本定理
第 5回　 公共財の供給：　メカニズムデザイン理論の基礎
第 6回　 外部性の補整：　ピグー税、外部性の内部化
第 7回　 社会的決定と政治過程：I 合意形成の理論
第 8回　 社会的決定と政治過程：II 政治と官僚による政策決定
第 9回　 社会的決定と政治過程：III 官僚行動の理論
第10回　社会的決定と政治過程：IV レントシーキングの理論
第11回　地方分権と政府間財政関係：I 地方分権の経済分析
第12回　地方分権と政府間財政関係：II 政府間財政移転の経済分析
第13回　腐敗と汚職の経済分析：Ｉ　腐敗・汚職の発生メカニズムとその厚生分析
第14回　腐敗と汚職の経済分析：ＩI　腐敗・汚職防止のインセンティブ設計の理論の基礎
第15回　授業のまとめ

専門科目のためマクロ経済学およびミクロ経済学の知識が前提となります。そのため初級マクロ経済学I・II、
初級ミクロ経済学I・IIの履修済であることを履修の条件とします。また中級マクロ経済学Ｉ・IIおよび中級ミ
クロ経済学I・II、財政学Ｉ・IIおよび公共経済学Ｉ・ＩＩの履修を併せて行うことを強く推奨します。

平常点（10%）、小テストおよび宿題（30%）、期末試験またはプレゼンテーション（60%）で評価します。

レイ・フィスマン＆ミリアム・Ａ・ゴールデン(2019)『コラプション』（慶應義塾大学出版会）

レイモンド・フィスマン＆エドワード・Ｅ・ミゲル(2014)『悪い奴ほど合理的』(ＮＴＴ出版)

経済３-16

政府の経済活動を理解するための理論的基礎を学び、最終的にその考え方を実際の経済政策を分析する際に応用
することにある。特にミクロ経済学の手法を応用し、経済政策を評価できるようになることを目標とする。

Economic Policy Ⅱ

教授

３群　応用経済分析

複雑な事象を理解するために、統合的な知識が必要とされる内容です。現実問題に触れながら、様々なことを学
ぶ機会になると思います。



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

労働経済学Ⅰ

小林　徹（コバヤシ　トオル）

3～4 前期選択 2

（独）労働政策研究・研修機構や外資人材サービス業での勤務実績に基づき、労働問題の発生メカニズムについ
て労働経済理論を中心に統計も紹介しながら解説する。労働経済学は、経済学の分析手法を用いて労働・雇用に
ついて分析していく学問分野です。たとえば、近年話題になっているＡＩなど技術の影響、移民による雇用喪失
などが分析対象に挙げられます。これらの問題について、経済理論や計量経済学を用いて、それぞれの問題の発
生メカニズムについて理論仮説をたて、仮説をデータで検証するのです。労働経済学Ⅰでは、主にミクロ経済学

第 1回　 労働経済学Ⅰの進め方、評価方法、労働経済学の概要
第 2回　 日本の労働問題を労働経済学はどう考えるか（二極化、少子高齢化など）
第 3回　 労働供給の基礎Ⅰ：労働供給モデルの分析道具（所得余暇平面、制約、無差別曲線）
第 4回　 労働供給の基礎Ⅱ：賃金や非勤労所得の影響と労働供給曲線の特徴
第 5回　 労働供給の応用：労働供給に関わる政策を考える（女性や高齢者の就業促進）
第 6回　 労働需要の基礎：生産・総収入・総費用と労働需要関数の導出
第 7回　 労働需要の応用：買手独占の場合の労働需要、財・サービス市場で独占状態の企業の労働需要
第 8回　 おさらいと小テスト①
第 9回　 失業とミスマッチの分析方法を学ぶ（ストック・フロー分析とUV分析）Ⅰ
第10回　失業とミスマッチの分析方法を学ぶ（ストック・フロー分析とUV分析）Ⅱ
第11回　人的資本理論Ⅰ：労働者による教育投資はなぜ行われるのか？　生産性向上とシグナリング
第12回　人的資本理論Ⅱ：企業による教育投資はなぜ行われるのか？
第13回　企業の人事と組織について：内部労働市場
第14回　おさらいと小テスト②
第15回　日本の労働政策（労働経済白書、雇用政策研究会報告書）

初級ミクロ経済学Ⅰ・Ⅱが履修済みであることを推奨します。

期末試験60％
小テスト40％

授業で用いるテキストは、作成したテキストがありますので、適宜配布します。

で学んだ知識を使用し、労働供給や労働需要量の決定、教育の効果に関する分析を行います。また、ニュースな
どで話題となっている労働問題を取り上げ、学んだ知識を用いて労働問題の発生メカニズムを説明していきま
す。これにより労働経済学の思考プロセスを学習し、労働経済学を学ぶことの意義や面白さを学習します。

吉田良生、牧野文夫、小崎敏男『キャリアと労働の経済学』、日本評論社
大森義明著　『労働経済学』　日本評論社

経済３-17

ミクロ経済学のフレームワークを用いて労働問題の発生メカニズムを分析し理解する。
高い給与を得るためには、学習・訓練が重要であることについて理論的に説明ができるようになる。

Labor Economics Ⅰ

准教授

３群　応用経済分析

教科書と講義資料を読み、予習復習をすること。



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標

スケジュール

教科書・参考文献
教科書

参考書

評価方法

履修上の注意

科目区分
Title

授業外での学習

労働経済学Ⅱ

小林　徹（コバヤシ　トオル）

3～4 後期選択 2

（独）労働政策研究・研修機構や外資人材サービス企業での勤務実績に基づき、労働問題の発生メカニズムにつ
いて労働経済理論を中心に統計も紹介しながら解説する。
労働経済学は、経済学の分析手法を用いて労働・雇用について分析していく学問分野です。たとえば、近年話題
になっているＡＩなど技術進歩の影響や移民による雇用喪失などが分析対象に挙げられます。これらの問題につ
いて、経済理論や計量経済学を用いて、それぞれの問題の発生メカニズムについて理論仮説をたて、仮説をデー

第 1回　 労働経済学Ⅱの進め方、評価方法、労働経済学の動向
第 2回　 労働市場分析Ⅰ：労働市場の均衡と労働供給曲線の理解
第 3回　 労働市場分析Ⅱ：労働市場の均衡と労働需要曲線の理解
第 4回　 労働市場分析Ⅲ：労働市場の余剰分析の基礎（労働者余剰と生産者余剰を計算する）
第 5回　 労働市場分析Ⅳ：労働市場の余剰分析の応用（税金の影響、移民の影響、企業誘致の影響）
第 6回　 おさらいと小テスト①
第 7回　 賃金格差Ⅰ：後払い賃金制度による格差の発生
第 8回　 賃金格差Ⅱ：補償賃金による格差の発生
第 9回　 賃金格差Ⅲ：差別による格差の発生
第10回　賃金格差Ⅳ：効率賃金による格差の発生
第11回　就職活動とサーチⅠ
第12回　就職活動とサーチⅡ
第13回　おさらいと小テスト②
第14回　労働経済学の実証分析Ⅰ
第15回　労働経済学の実証分析Ⅱ

労働経済学Ⅰが履修済みであることを推奨します。
初級ミクロ経済学Ⅰ・Ⅱが履修済みであることを推奨します。

期末試験60％
小テスト40％

授業で用いるテキストは、作成したテキストがありますので、適宜配布します。

タで検証するのです。労働経済学Ⅱでは、ミクロ経済学で学んだ知識を応用し労働市場の余剰分析を前半部で行
います。その後に労働経済学に特有の理論分析を学びます。具体的には、賃金制度や賃金格差の発生要因、労働
市場での差別、就職活動などになります。

吉田良生、牧野文夫、小崎敏男『キャリアと労働の経済学』、日本評論社
大森義明著　『労働経済学』　日本評論社

経済３-18

近年の労働問題の背景にある原因について、自分なりの仮説を述べることができる。
データを用いた労働経済分析で陥りやすい問題について述べることができる。

Labor Economics Ⅱ

准教授

３群　応用経済分析

教科書と講義資料を読み、予習復習をすること。



科目名

担当教員 担当教員との連絡方法

E-Mail

配当年次 単位区分 単位数 開講時期

目的

達成目標
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科目区分
Title

授業外での学習

都市経済学

村山　透（ムラヤマ　トオル）

3～4 前期選択 2

(1)都市が形成される理由、(2)都市経済の状態の評価や予測、(3)より望ましい都市の状態を目指すための政策
の評価、といったことを、ミクロ経済学を応用した都市経済学のアプローチにより明らかにする。
/都市経済に対する学問的アプローチは様々にありますが、この講義では主に、ミクロ経済学を応用した分析手
法を解説します。簡単な数学を使うことで、個別の事例の複雑な要因に捉われることなく、都市問題の仕組みを
理解し、将来の社会的難問に立ち向かえるよう備えましょう。その上で、現実に即した、基本原理に対する例外

第 1回　 ガイダンス、イントロダクション、都市の定義
第 2回　 生産者理論の復習
第 3回　 都市の存在理由と「規模の経済」と「集積の経済」
第 4回　 消費者理論の復習
第 5回　 住宅立地、単一中心都市、付け値地代
第 6回　 都市人口の移動と郊外化
第 7回　 公共経済学の補足
第 8回　 余剰分析
第 9回　 市場の失敗と政府の失敗
第10回　 土地市場
第11回　 土地政策
第12回　 住宅市場と「ヘドニック・モデル」
第13回　 住宅政策
第14回　 都市交通
第15回　 まとめ

履修要件は特には設けないが、ミクロ経済学を応用した内容を主に扱うので、理解不足を感じた場合は、講義中
に紹介する参考書などを用いて、補強を行うこと。

原則、学期末試験65％、レポート35％によって評価。詳細は講義中に説明。

指定はないが、下記の参考書を必要に応じて参照すること。

をより細かに探求することで、更なる応用力が培われるでしょう。共通する基本部分から始め、より細かで複雑
な内容へ、、、木の全体像を描くのに、まず木の幹から始め、後から枝葉末節を描くが如くです。

高橋孝明『都市経済学』有斐閣ブックス（２０１２年）

経済３-19

(1)都市がどのようにして形成されるのかを、理論的に説明できるようになる。(2)現実に起こっている都市問題
に対して、本講義で学ぶ分析手法を用いて考察し、改善策を考えられるようになる。具体的にはそれぞれ、講義
中に解説した分析手法についての出題に答える、また、この分析手法を用いて現実の問題を考察できる、といっ
た能力を試験やレポートで示せるようになることです。

Urban Economics

非常勤講師

３群　応用経済分析

毎回の練習問題やレポート課題の問題を用いて復習を行うこと。ミクロ経済学を応用した内容を主に扱うので、
理解不足を感じた場合は、講義中に紹介するミクロ経済学の参考書などを用いて、補強を行うこと。


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































	経済学科

	１群
	２群
	３群
	４群
	５群

	経営学科

	１群
	２群
	３群
	４群
	５群

	国際学科

	１群
	２群
	３群－Ａ
	３群－Ｂ
	４群
	５群

	６群（必修）

	市場と経済
	企業と会計

	演習

